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「ロータリーは機会の扉を開く」
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❹ ロータリーファミリーへの支援と学友連携の強化
❺ クラブ戦略計画の作成に期待
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2020年国際協議会 
RI会長エレクトのテーマ講演

（2020 年 1月 20 日）

ホルガー・クナーク国際ロータリー会長エレクト

14年前、ロータリーはここサンディエゴで初となる国
際協議会を開催しました。当時ガバナーエレクトだっ
た私は、今皆さんがおられるところに座り、待ち受
ける責務とリーダーとしての挑戦で緊張しておりまし
た。 

2020年となった今、サンディエゴで開かれる最後の
国際協議会でも、やや緊張気味です。私にとって
は今回のほうが責務が大きいからです。しかし、
可能性も大きいのです。これからのあらゆる機会を
皆さんと共有できることを、とても楽しみにしています。 

新たなリーダーシップの年度とともに地区の重要な
仕事が終わってしまわずに、さらに注力されていくよ
う、皆さんはチームの一員となって年度を越えて協
力します。 

私もチームの一員です。 

ロータリーの成長に対するマーク・マローニー会長
の強い決意を受け継いでいけることを誇りに思いま
す。とはいえ、数字を掲げて成長を求めるようなこ
とはしません。その理由はごく単純です。これまで
数字を掲げて成長を求めるたびに、失敗に終わっ
てきたからです。皆さんには、数字にこだわる代わ
りに、有機的かつ持続可能なかたちで、いかにし
てロータリーを成長させることができるかを考えてい
ただきたいと思います。いかに現会員を維持し、ク
ラブにふさわしい新会員を募れるか。そして、立ち
はだかる課題に立ち向かうため、いかに組織を強く
できるか。ポリオ根絶の取り組みによって世界でロー
タリーへの認識が高まっているこの絶好の機会に、
行動を起こさなくてはなりません。「太陽が出ている

うちに屋根を修理しなければならない」のです。 

多くの意味で、ロータリーは素晴らしい状態にありま
す。財務も健全です。財団は、世界で最高の慈
善団体の一つに数えられています。グローバル補
助金は増え続け、ロータリーは年々、国際的な活
動に注力するようになっています。 

ロータリーはまた、興味深いかたちで進化していま
す。今では、アジアのロータリアン数が北米のその
数を上回っています。しかし、この傾向が続けばリ
スクもあります。特に人口の高齢化が進む地域で、
ロータリーが衰退し、老齢化しています。 

何もせずにこれまでの功績に満足していることはでき
ません。デジタル革命が私たちにもたらした打撃は、
予想をはるかに超えています。これまでもこの課題
に直面していましたが、十分な対応が取られてきま
せんでした。 

最近、ニューヨーク州ロチェスターでロータリアンの
方 に々お話しする機会がありました。コダックの元幹
部もそこに出席していました。その方によると、写
真がいずれデジタルに移行するだろうと皆わかって
いたものの、実際にそれほど早くそれが起こるとは
予期していなかったそうです。業界の世界的リー
ダーだった同社は、わずか数年で倒産してしまいま
した。 

時間は、私たちのためにスローダウンしてくれません。 

とはいえ、私たちは急速な変化に負けません。この
機会をとらえてロータリーを成長させ、より強く、適

応力を高め、中核的価値観により沿ったロータリー
となるのです。 

ドイツで私たちは、ロータリーは価値を共有し、高
潔な心をもつ人のコミュニティであると考えています。
人びとをロータリーに引きつけるのは、友情と人脈
づくりの機会です。だからこそ、クラブが強いのです。
奉仕の力は強いクラブから生まれます。 

「四つのテスト」は、客観的に物事を決める上で助
けとなります。その要は、内省です。時に、自分
の目で見たことが真実であるかどうかさえわからなく
なることがあります。しかし、「四つのテスト」のお
かげで、私たちはこう自問します。「自分は正直か」
「自分のしていることは正しいか」、と。これは大切
なことです。では、自分に正直であるなら、将来を
考えたとき、待ち受ける課題に取り組むためにロー
タリーは十分に手を尽くしていると言えるでしょうか。 

 
ロータリーは変わらなければなりませんし、必ず変わ
ります。古き良きロータリーではなくなったと文句を言
うロータリアン仲間がいたとしても、変わらなければ
ならないのです。ポール・ハリスが言ったように、
時に革命的でなければなりません。そして、革命
的であるべきときは、まさに今なのです。その一つ
の方法は、新クラブのモデルをつくり、ロータリー会
員であることの意味を考え直すことです。新クラブ
の設計者は、若い人たちであるべきです。 

多くの若者にとって、一緒に座って食事をすること
は、一番良い例会の方法ではありません。この方
法で100年以上例会を開いてきたからといって、そ
れが唯一の方法であるわけではありません。例えば、
スザンヌが所属するクラブは地元の E クラブです
が、週 1回、オンラインで例会を行い、スマートフォ
ンのアプリで連絡を取りあい、顔を合わせるのは月
1回です。 

スザンヌのクラブの会員は、27歳から70歳にわたり
ます。私は、ロータリークラブのこのような世代の多
様性が好きです。多世代のクラブ、これこそが理
想です。これに成功するクラブもあるでしょうが、若

い世代のニーズに応えてはじめて可能となります。 

新しいアプローチに心を開かなくてはなりません。若
い人たちのためにユニークな新クラブをつくることは、
解決策の一部にすぎません。皆さんには、これを
実施する力があります。これが成功するかどうかは、
皆さん次第です。新しいロータリークラブの結成は、
地区ガバナー特有の責務です。国際ロータリーが
既に変化を受け入れた今、これらの新クラブを実
現できるかどうかは皆さんにかかっています。 

ところで、若い世代の声を聞き、既存クラブへの入
会を若い世代にとってより魅力的なものとする一つ
の方法は、環境にもっと焦点を当てることです。オー
ストラリアの山火事など、近年の災害により、断固
たる行動を取ることの重要性が浮き彫りとなっていま
す。過去3代の会長は、環境保全にロータリーがよ
り力を入れるべきであることを強く主張しました。でき
ることは数多くあります。プラスチックの消費を減ら
すこと、自宅やオフィスの冷房や暖房を効かせすぎ
ないこと、ドイツの高速道路で飛ばしすぎないこと
……。ロータリーは奉仕プロジェクトに環境保護や
持続可能性を既に組み入れていますが、これらの
問題をもっと優先させなければなりません。若い人
たちは、私たちから行動へのインスピレーションをも
らうことを待ち望んでいます。 

 
今の若者は、奉仕を楽しみ、活動的でありたいと
望んでいます。この傾向をローターアクトに見ること
ができます。ローターアクターは今や、私たちと同じく、
国際ロータリーの一部です。作為的な年齢制限は
廃止されました。自分たちに一番合うロータリーの
体験はどのようなものかを、ローターアクター自らに
決めてもらおうではありませんか。ローターアクターと
一緒に活動したことのある方なら、この若者たちが
聡明で、活発で、行動力のある人たちであること
を知っているはずです。ローターアクターは、テンポ
が速く、より活動的で、せっかちです。この「せっかち」
は、長所です。今すぐに結果を出したいから、物
事を早く成し遂げるのに必要な仕事に取り組もうとし
ます。 
このせっかちさと粘り強さが、成果を生みます。9

年前、ベルリン動物園と協力した新しいプロジェクト
のアイディアをロータリアンたちが思いつきました。そ
れは、年に1度、週末に、運動、読書、健康的
な食事を促進するために子ども向けの楽しいショー
を開催するものでした。ロータリークラブがまだこの
プロジェクトについて検討し、協議している間に、ロー
ターアクターたちはこれを早速開始することを決めま
した。そして今、ベルリンの全 36 のロータリークラ
ブとローターアクトクラブがこのプロジェクトに参加し、
何千人という恵まれない子どもに喜びを与えていま
す。 

ですから、課題に立ち向かい、ローターアクターや
若い職業人にロータリーの扉を開こうではありません
か。 

一方で、ロータリアンとなるのにふさわしくない年齢
はないということも覚えておきましょう。年齢にかかわ
らず、誰でも歓迎します。どの年齢の人も、与える
ことのできる大切な何かをもっています。若いロータ
リアンに働きかけながらも、ほかの年齢の人を忘れ
てはなりません。 

しかし、既存のクラブはどうでしょうか？世界には、
会員の参加促進と維持に成功している地域がある
一方で、もっとがんばらなくてはならない地域もありま
す。成功するには、慎重に新会員を選び、それぞ
れの新会員に合ったクラブに入会できるようにしてい
かなければなりません。クラブが新会員の期待に沿
う必要があります。十分に時間をかけてこれに真剣
に取り組むことは、生涯続いていく新しい友人を選
ぶことと同じです。 

新会員を、会員数を増やす人員であるかのように
考え、やがて忘れてしまうというのは止める必要が
あります。退会した人はロータリーについて周囲に
話し、これがロータリーのイメージに影響します。す
べての新ロータリアンに、生涯のロータリアンになっ
てもらいたい、ロータリーに積極的に参加する友人
になってもらいたいと、私たちは考えています。 

どの新会員も、私たちを少しだけ変えてくれます。
新しい視野と経験をもたらしてくれます。このような

絶え間ない変化を受け入れる必要があります。新
会員から学び、その経験と知識を生かすことで、
私たちはより強くなります。だからこそ、クラブに、
そしてリーダーの役職に、もっと多くの女性が必要
なのです。 

新しい人と出会い、その人たちにロータリーを楽し
んでもらうことは、私たち自身にとっても楽しみである
ことを忘れてはなりません。私たちは、互いのつき
あいを楽しみながら、さまざまな活動で充実した時
間を過ごしています。このような楽しい経験を生か
す必要があります。 

楽しむための一番の方法は、この協議会や国際大
会のような大勢の会議であれ、奉仕プロジェクトや
例会であれ、皆が集まること（together）です。集
まれば、より活動的になることができます。 

ロータリーのビジョン声明の最初の一語がこの言葉
（together）であることも、驚くことではありません。
「Together, we see a world where people unite and 
take action to create lasting change — across the 
globe, in our communities, and in ourselves. 
（私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自
身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人
びとが手を取り合って行動する世界を目指していま
す）」 

ビジョン声明は、ロータリーの新しい行動計画の土
台を成すものです。その実施において、皆さんは
極めて重要な役割を担っています。この新しい行
動計画の要は、ロータリーの成長であり、デジタル
時代にロータリーが適応する一助となることです。
この行動計画を実行に移す時が、今やってきまし
た。今後5年間、この計画によりロータリーがより大
きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、参
加者の積極的なかかわりを促し、適応力を高めて
いくことになります。 

すべてのロータリークラブに、少なくとも年に1度、
戦略立案会議を開いていただきたいと思います。
各クラブが、5年後にどのようなクラブになりたいかを
自問し、クラブが会員にもたらす価値がどのようなも

のかを認識すべきです。 

ロータリーが唯一無二で、世界とシェアするに値す
る存在であるのはなぜでしょうか。皆さんご自身や
奉仕の受益者に、どのような比類ない機会への扉
を開くことができるでしょうか。 

私たちは人との交わりを楽しみます。世界のどこへ
行こうと、出会ったロータリアンと親友になり、もっと
一緒に時間を過ごしたいと感じます。私たちは、異
なる環境、異なる世代、言葉、文化をもっています。
ロータリーでの過ごし方でさえ、国によって、またク
ラブによって異なります。この多様性こそが、ロータ
リーを素晴らしいものとしているのです。 

私たちは、共有する価値観の下に集まっています。
私たちは皆、固い友情でつながり、「四つのテスト」
を信じています。ロータリーを経験する方法はいた
るところで異なりますが、「四つのテスト」は誰にとっ
ても同じです。 

ロータリーは、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げ
る機会を与えてくれます。これらは、意義があり、
持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、寄
付だけでなく、奉仕活動も行い、その奉仕がもたら
す持続可能なインパクトをこの目で見ることができま
す。これは、他にはない機会です。 

ロータリーは、奉仕のアイデアを実行に移すために、
世界を旅する機会を私たちの多くに与えてきました。 

ロータリーはまた、リーダーシップの機会も与えてくれ
ます。私たちは皆、新しい大きな責務を引き受けま
した。これは、自分自身の栄光のためでなく、ロー
タリーのために、ロータリーのネットワークを強化する
機会です。人びとのためにリーダーシップへの道を
切り開いてあげることこそ、真のロータリーの理念で
あり、そうすることで皆さん自身がより効果的なリー
ダーとなります。 

私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす機
会を信じているからです。それは、ほかの人びとに
とっての機会であり、私たち自身にとっての機会で

す。奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助け
を必要とする人たちのために機会を生みだすもので
あると信じています。私たちはまた、どんな奉仕の
行いも、インスピレーションを与えることで私たちを変
える力をもっていることを知っています。 

 ご存知の通り、ロータリーとは、クラブに入会する
というだけでなく、無限の機会への招待です。ポリ
オ根絶のように大規模で歴史的なプロジェクトから、
地域社会でのささやかなプロジェクトや1本の植樹ま
で、奉仕する機会への扉を開いてくれます。 

私たちの中核的価値観を基に、世界中の友人たち
とともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を
開いてくれます。 

ロータリアンとして、ロータリーにとってのこの素晴ら
しい時にリーダーの役割を務められることは幸いで
す。 

私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのため
に機会の扉を開いています。 

従って、私たちの年度のテーマは、「ロータリー
は機会の扉を開く」です。 
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数を上回っています。しかし、この傾向が続けばリ
スクもあります。特に人口の高齢化が進む地域で、
ロータリーが衰退し、老齢化しています。 

何もせずにこれまでの功績に満足していることはでき
ません。デジタル革命が私たちにもたらした打撃は、
予想をはるかに超えています。これまでもこの課題
に直面していましたが、十分な対応が取られてきま
せんでした。 

最近、ニューヨーク州ロチェスターでロータリアンの
方 に々お話しする機会がありました。コダックの元幹
部もそこに出席していました。その方によると、写
真がいずれデジタルに移行するだろうと皆わかって
いたものの、実際にそれほど早くそれが起こるとは
予期していなかったそうです。業界の世界的リー
ダーだった同社は、わずか数年で倒産してしまいま
した。 

時間は、私たちのためにスローダウンしてくれません。 

とはいえ、私たちは急速な変化に負けません。この
機会をとらえてロータリーを成長させ、より強く、適

応力を高め、中核的価値観により沿ったロータリー
となるのです。 

ドイツで私たちは、ロータリーは価値を共有し、高
潔な心をもつ人のコミュニティであると考えています。
人びとをロータリーに引きつけるのは、友情と人脈
づくりの機会です。だからこそ、クラブが強いのです。
奉仕の力は強いクラブから生まれます。 

「四つのテスト」は、客観的に物事を決める上で助
けとなります。その要は、内省です。時に、自分
の目で見たことが真実であるかどうかさえわからなく
なることがあります。しかし、「四つのテスト」のお
かげで、私たちはこう自問します。「自分は正直か」
「自分のしていることは正しいか」、と。これは大切
なことです。では、自分に正直であるなら、将来を
考えたとき、待ち受ける課題に取り組むためにロー
タリーは十分に手を尽くしていると言えるでしょうか。 

 
ロータリーは変わらなければなりませんし、必ず変わ
ります。古き良きロータリーではなくなったと文句を言
うロータリアン仲間がいたとしても、変わらなければ
ならないのです。ポール・ハリスが言ったように、
時に革命的でなければなりません。そして、革命
的であるべきときは、まさに今なのです。その一つ
の方法は、新クラブのモデルをつくり、ロータリー会
員であることの意味を考え直すことです。新クラブ
の設計者は、若い人たちであるべきです。 

多くの若者にとって、一緒に座って食事をすること
は、一番良い例会の方法ではありません。この方
法で100年以上例会を開いてきたからといって、そ
れが唯一の方法であるわけではありません。例えば、
スザンヌが所属するクラブは地元の E クラブです
が、週 1回、オンラインで例会を行い、スマートフォ
ンのアプリで連絡を取りあい、顔を合わせるのは月
1回です。 

スザンヌのクラブの会員は、27歳から70歳にわたり
ます。私は、ロータリークラブのこのような世代の多
様性が好きです。多世代のクラブ、これこそが理
想です。これに成功するクラブもあるでしょうが、若

い世代のニーズに応えてはじめて可能となります。 

新しいアプローチに心を開かなくてはなりません。若
い人たちのためにユニークな新クラブをつくることは、
解決策の一部にすぎません。皆さんには、これを
実施する力があります。これが成功するかどうかは、
皆さん次第です。新しいロータリークラブの結成は、
地区ガバナー特有の責務です。国際ロータリーが
既に変化を受け入れた今、これらの新クラブを実
現できるかどうかは皆さんにかかっています。 

ところで、若い世代の声を聞き、既存クラブへの入
会を若い世代にとってより魅力的なものとする一つ
の方法は、環境にもっと焦点を当てることです。オー
ストラリアの山火事など、近年の災害により、断固
たる行動を取ることの重要性が浮き彫りとなっていま
す。過去3代の会長は、環境保全にロータリーがよ
り力を入れるべきであることを強く主張しました。でき
ることは数多くあります。プラスチックの消費を減ら
すこと、自宅やオフィスの冷房や暖房を効かせすぎ
ないこと、ドイツの高速道路で飛ばしすぎないこと
……。ロータリーは奉仕プロジェクトに環境保護や
持続可能性を既に組み入れていますが、これらの
問題をもっと優先させなければなりません。若い人
たちは、私たちから行動へのインスピレーションをも
らうことを待ち望んでいます。 

 
今の若者は、奉仕を楽しみ、活動的でありたいと
望んでいます。この傾向をローターアクトに見ること
ができます。ローターアクターは今や、私たちと同じく、
国際ロータリーの一部です。作為的な年齢制限は
廃止されました。自分たちに一番合うロータリーの
体験はどのようなものかを、ローターアクター自らに
決めてもらおうではありませんか。ローターアクターと
一緒に活動したことのある方なら、この若者たちが
聡明で、活発で、行動力のある人たちであること
を知っているはずです。ローターアクターは、テンポ
が速く、より活動的で、せっかちです。この「せっかち」
は、長所です。今すぐに結果を出したいから、物
事を早く成し遂げるのに必要な仕事に取り組もうとし
ます。 
このせっかちさと粘り強さが、成果を生みます。9

年前、ベルリン動物園と協力した新しいプロジェクト
のアイディアをロータリアンたちが思いつきました。そ
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考え、やがて忘れてしまうというのは止める必要が
あります。退会した人はロータリーについて周囲に
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べての新ロータリアンに、生涯のロータリアンになっ
てもらいたい、ロータリーに積極的に参加する友人
になってもらいたいと、私たちは考えています。 

どの新会員も、私たちを少しだけ変えてくれます。
新しい視野と経験をもたらしてくれます。このような

絶え間ない変化を受け入れる必要があります。新
会員から学び、その経験と知識を生かすことで、
私たちはより強くなります。だからこそ、クラブに、
そしてリーダーの役職に、もっと多くの女性が必要
なのです。 

新しい人と出会い、その人たちにロータリーを楽し
んでもらうことは、私たち自身にとっても楽しみである
ことを忘れてはなりません。私たちは、互いのつき
あいを楽しみながら、さまざまな活動で充実した時
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楽しむための一番の方法は、この協議会や国際大
会のような大勢の会議であれ、奉仕プロジェクトや
例会であれ、皆が集まること（together）です。集
まれば、より活動的になることができます。 

ロータリーのビジョン声明の最初の一語がこの言葉
（together）であることも、驚くことではありません。
「Together, we see a world where people unite and 
take action to create lasting change — across the 
globe, in our communities, and in ourselves. 
（私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自
身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人
びとが手を取り合って行動する世界を目指していま
す）」 

ビジョン声明は、ロータリーの新しい行動計画の土
台を成すものです。その実施において、皆さんは
極めて重要な役割を担っています。この新しい行
動計画の要は、ロータリーの成長であり、デジタル
時代にロータリーが適応する一助となることです。
この行動計画を実行に移す時が、今やってきまし
た。今後5年間、この計画によりロータリーがより大
きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、参
加者の積極的なかかわりを促し、適応力を高めて
いくことになります。 

すべてのロータリークラブに、少なくとも年に1度、
戦略立案会議を開いていただきたいと思います。
各クラブが、5年後にどのようなクラブになりたいかを
自問し、クラブが会員にもたらす価値がどのようなも

のかを認識すべきです。 

ロータリーが唯一無二で、世界とシェアするに値す
る存在であるのはなぜでしょうか。皆さんご自身や
奉仕の受益者に、どのような比類ない機会への扉
を開くことができるでしょうか。 

私たちは人との交わりを楽しみます。世界のどこへ
行こうと、出会ったロータリアンと親友になり、もっと
一緒に時間を過ごしたいと感じます。私たちは、異
なる環境、異なる世代、言葉、文化をもっています。
ロータリーでの過ごし方でさえ、国によって、またク
ラブによって異なります。この多様性こそが、ロータ
リーを素晴らしいものとしているのです。 

私たちは、共有する価値観の下に集まっています。
私たちは皆、固い友情でつながり、「四つのテスト」
を信じています。ロータリーを経験する方法はいた
るところで異なりますが、「四つのテスト」は誰にとっ
ても同じです。 

ロータリーは、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げ
る機会を与えてくれます。これらは、意義があり、
持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、寄
付だけでなく、奉仕活動も行い、その奉仕がもたら
す持続可能なインパクトをこの目で見ることができま
す。これは、他にはない機会です。 

ロータリーは、奉仕のアイデアを実行に移すために、
世界を旅する機会を私たちの多くに与えてきました。 

ロータリーはまた、リーダーシップの機会も与えてくれ
ます。私たちは皆、新しい大きな責務を引き受けま
した。これは、自分自身の栄光のためでなく、ロー
タリーのために、ロータリーのネットワークを強化する
機会です。人びとのためにリーダーシップへの道を
切り開いてあげることこそ、真のロータリーの理念で
あり、そうすることで皆さん自身がより効果的なリー
ダーとなります。 

私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす機
会を信じているからです。それは、ほかの人びとに
とっての機会であり、私たち自身にとっての機会で

す。奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助け
を必要とする人たちのために機会を生みだすもので
あると信じています。私たちはまた、どんな奉仕の
行いも、インスピレーションを与えることで私たちを変
える力をもっていることを知っています。 

 ご存知の通り、ロータリーとは、クラブに入会する
というだけでなく、無限の機会への招待です。ポリ
オ根絶のように大規模で歴史的なプロジェクトから、
地域社会でのささやかなプロジェクトや1本の植樹ま
で、奉仕する機会への扉を開いてくれます。 

私たちの中核的価値観を基に、世界中の友人たち
とともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を
開いてくれます。 

ロータリアンとして、ロータリーにとってのこの素晴ら
しい時にリーダーの役割を務められることは幸いで
す。 

私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのため
に機会の扉を開いています。 

従って、私たちの年度のテーマは、「ロータリー
は機会の扉を開く」です。 
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一緒に活動したことのある方なら、この若者たちが
聡明で、活発で、行動力のある人たちであること
を知っているはずです。ローターアクターは、テンポ
が速く、より活動的で、せっかちです。この「せっかち」
は、長所です。今すぐに結果を出したいから、物
事を早く成し遂げるのに必要な仕事に取り組もうとし
ます。 
このせっかちさと粘り強さが、成果を生みます。9

年前、ベルリン動物園と協力した新しいプロジェクト
のアイディアをロータリアンたちが思いつきました。そ
れは、年に1度、週末に、運動、読書、健康的
な食事を促進するために子ども向けの楽しいショー
を開催するものでした。ロータリークラブがまだこの
プロジェクトについて検討し、協議している間に、ロー
ターアクターたちはこれを早速開始することを決めま
した。そして今、ベルリンの全 36 のロータリークラ
ブとローターアクトクラブがこのプロジェクトに参加し、
何千人という恵まれない子どもに喜びを与えていま
す。 

ですから、課題に立ち向かい、ローターアクターや
若い職業人にロータリーの扉を開こうではありません
か。 

一方で、ロータリアンとなるのにふさわしくない年齢
はないということも覚えておきましょう。年齢にかかわ
らず、誰でも歓迎します。どの年齢の人も、与える
ことのできる大切な何かをもっています。若いロータ
リアンに働きかけながらも、ほかの年齢の人を忘れ
てはなりません。 

しかし、既存のクラブはどうでしょうか？世界には、
会員の参加促進と維持に成功している地域がある
一方で、もっとがんばらなくてはならない地域もありま
す。成功するには、慎重に新会員を選び、それぞ
れの新会員に合ったクラブに入会できるようにしてい
かなければなりません。クラブが新会員の期待に沿
う必要があります。十分に時間をかけてこれに真剣
に取り組むことは、生涯続いていく新しい友人を選
ぶことと同じです。 

新会員を、会員数を増やす人員であるかのように
考え、やがて忘れてしまうというのは止める必要が
あります。退会した人はロータリーについて周囲に
話し、これがロータリーのイメージに影響します。す
べての新ロータリアンに、生涯のロータリアンになっ
てもらいたい、ロータリーに積極的に参加する友人
になってもらいたいと、私たちは考えています。 

どの新会員も、私たちを少しだけ変えてくれます。
新しい視野と経験をもたらしてくれます。このような

絶え間ない変化を受け入れる必要があります。新
会員から学び、その経験と知識を生かすことで、
私たちはより強くなります。だからこそ、クラブに、
そしてリーダーの役職に、もっと多くの女性が必要
なのです。 

新しい人と出会い、その人たちにロータリーを楽し
んでもらうことは、私たち自身にとっても楽しみである
ことを忘れてはなりません。私たちは、互いのつき
あいを楽しみながら、さまざまな活動で充実した時
間を過ごしています。このような楽しい経験を生か
す必要があります。 

楽しむための一番の方法は、この協議会や国際大
会のような大勢の会議であれ、奉仕プロジェクトや
例会であれ、皆が集まること（together）です。集
まれば、より活動的になることができます。 

ロータリーのビジョン声明の最初の一語がこの言葉
（together）であることも、驚くことではありません。
「Together, we see a world where people unite and 
take action to create lasting change — across the 
globe, in our communities, and in ourselves. 
（私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自
身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人
びとが手を取り合って行動する世界を目指していま
す）」 

ビジョン声明は、ロータリーの新しい行動計画の土
台を成すものです。その実施において、皆さんは
極めて重要な役割を担っています。この新しい行
動計画の要は、ロータリーの成長であり、デジタル
時代にロータリーが適応する一助となることです。
この行動計画を実行に移す時が、今やってきまし
た。今後5年間、この計画によりロータリーがより大
きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、参
加者の積極的なかかわりを促し、適応力を高めて
いくことになります。 

すべてのロータリークラブに、少なくとも年に1度、
戦略立案会議を開いていただきたいと思います。
各クラブが、5年後にどのようなクラブになりたいかを
自問し、クラブが会員にもたらす価値がどのようなも

のかを認識すべきです。 

ロータリーが唯一無二で、世界とシェアするに値す
る存在であるのはなぜでしょうか。皆さんご自身や
奉仕の受益者に、どのような比類ない機会への扉
を開くことができるでしょうか。 

私たちは人との交わりを楽しみます。世界のどこへ
行こうと、出会ったロータリアンと親友になり、もっと
一緒に時間を過ごしたいと感じます。私たちは、異
なる環境、異なる世代、言葉、文化をもっています。
ロータリーでの過ごし方でさえ、国によって、またク
ラブによって異なります。この多様性こそが、ロータ
リーを素晴らしいものとしているのです。 

私たちは、共有する価値観の下に集まっています。
私たちは皆、固い友情でつながり、「四つのテスト」
を信じています。ロータリーを経験する方法はいた
るところで異なりますが、「四つのテスト」は誰にとっ
ても同じです。 

ロータリーは、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げ
る機会を与えてくれます。これらは、意義があり、
持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、寄
付だけでなく、奉仕活動も行い、その奉仕がもたら
す持続可能なインパクトをこの目で見ることができま
す。これは、他にはない機会です。 

ロータリーは、奉仕のアイデアを実行に移すために、
世界を旅する機会を私たちの多くに与えてきました。 

ロータリーはまた、リーダーシップの機会も与えてくれ
ます。私たちは皆、新しい大きな責務を引き受けま
した。これは、自分自身の栄光のためでなく、ロー
タリーのために、ロータリーのネットワークを強化する
機会です。人びとのためにリーダーシップへの道を
切り開いてあげることこそ、真のロータリーの理念で
あり、そうすることで皆さん自身がより効果的なリー
ダーとなります。 

私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす機
会を信じているからです。それは、ほかの人びとに
とっての機会であり、私たち自身にとっての機会で

す。奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助け
を必要とする人たちのために機会を生みだすもので
あると信じています。私たちはまた、どんな奉仕の
行いも、インスピレーションを与えることで私たちを変
える力をもっていることを知っています。 

 ご存知の通り、ロータリーとは、クラブに入会する
というだけでなく、無限の機会への招待です。ポリ
オ根絶のように大規模で歴史的なプロジェクトから、
地域社会でのささやかなプロジェクトや1本の植樹ま
で、奉仕する機会への扉を開いてくれます。 

私たちの中核的価値観を基に、世界中の友人たち
とともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を
開いてくれます。 

ロータリアンとして、ロータリーにとってのこの素晴ら
しい時にリーダーの役割を務められることは幸いで
す。 

私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのため
に機会の扉を開いています。 

従って、私たちの年度のテーマは、「ロータリー
は機会の扉を開く」です。 
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14年前、ロータリーはここサンディエゴで初となる国
際協議会を開催しました。当時ガバナーエレクトだっ
た私は、今皆さんがおられるところに座り、待ち受
ける責務とリーダーとしての挑戦で緊張しておりまし
た。 

2020年となった今、サンディエゴで開かれる最後の
国際協議会でも、やや緊張気味です。私にとって
は今回のほうが責務が大きいからです。しかし、
可能性も大きいのです。これからのあらゆる機会を
皆さんと共有できることを、とても楽しみにしています。 

新たなリーダーシップの年度とともに地区の重要な
仕事が終わってしまわずに、さらに注力されていくよ
う、皆さんはチームの一員となって年度を越えて協
力します。 

私もチームの一員です。 
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の強い決意を受け継いでいけることを誇りに思いま
す。とはいえ、数字を掲げて成長を求めるようなこ
とはしません。その理由はごく単純です。これまで
数字を掲げて成長を求めるたびに、失敗に終わっ
てきたからです。皆さんには、数字にこだわる代わ
りに、有機的かつ持続可能なかたちで、いかにし
てロータリーを成長させることができるかを考えてい
ただきたいと思います。いかに現会員を維持し、ク
ラブにふさわしい新会員を募れるか。そして、立ち
はだかる課題に立ち向かうため、いかに組織を強く
できるか。ポリオ根絶の取り組みによって世界でロー
タリーへの認識が高まっているこの絶好の機会に、
行動を起こさなくてはなりません。「太陽が出ている

うちに屋根を修理しなければならない」のです。 

多くの意味で、ロータリーは素晴らしい状態にありま
す。財務も健全です。財団は、世界で最高の慈
善団体の一つに数えられています。グローバル補
助金は増え続け、ロータリーは年々、国際的な活
動に注力するようになっています。 

ロータリーはまた、興味深いかたちで進化していま
す。今では、アジアのロータリアン数が北米のその
数を上回っています。しかし、この傾向が続けばリ
スクもあります。特に人口の高齢化が進む地域で、
ロータリーが衰退し、老齢化しています。 

何もせずにこれまでの功績に満足していることはでき
ません。デジタル革命が私たちにもたらした打撃は、
予想をはるかに超えています。これまでもこの課題
に直面していましたが、十分な対応が取られてきま
せんでした。 

最近、ニューヨーク州ロチェスターでロータリアンの
方 に々お話しする機会がありました。コダックの元幹
部もそこに出席していました。その方によると、写
真がいずれデジタルに移行するだろうと皆わかって
いたものの、実際にそれほど早くそれが起こるとは
予期していなかったそうです。業界の世界的リー
ダーだった同社は、わずか数年で倒産してしまいま
した。 

時間は、私たちのためにスローダウンしてくれません。 

とはいえ、私たちは急速な変化に負けません。この
機会をとらえてロータリーを成長させ、より強く、適

応力を高め、中核的価値観により沿ったロータリー
となるのです。 

ドイツで私たちは、ロータリーは価値を共有し、高
潔な心をもつ人のコミュニティであると考えています。
人びとをロータリーに引きつけるのは、友情と人脈
づくりの機会です。だからこそ、クラブが強いのです。
奉仕の力は強いクラブから生まれます。 

「四つのテスト」は、客観的に物事を決める上で助
けとなります。その要は、内省です。時に、自分
の目で見たことが真実であるかどうかさえわからなく
なることがあります。しかし、「四つのテスト」のお
かげで、私たちはこう自問します。「自分は正直か」
「自分のしていることは正しいか」、と。これは大切
なことです。では、自分に正直であるなら、将来を
考えたとき、待ち受ける課題に取り組むためにロー
タリーは十分に手を尽くしていると言えるでしょうか。 

 
ロータリーは変わらなければなりませんし、必ず変わ
ります。古き良きロータリーではなくなったと文句を言
うロータリアン仲間がいたとしても、変わらなければ
ならないのです。ポール・ハリスが言ったように、
時に革命的でなければなりません。そして、革命
的であるべきときは、まさに今なのです。その一つ
の方法は、新クラブのモデルをつくり、ロータリー会
員であることの意味を考え直すことです。新クラブ
の設計者は、若い人たちであるべきです。 

多くの若者にとって、一緒に座って食事をすること
は、一番良い例会の方法ではありません。この方
法で100年以上例会を開いてきたからといって、そ
れが唯一の方法であるわけではありません。例えば、
スザンヌが所属するクラブは地元の E クラブです
が、週 1回、オンラインで例会を行い、スマートフォ
ンのアプリで連絡を取りあい、顔を合わせるのは月
1回です。 

スザンヌのクラブの会員は、27歳から70歳にわたり
ます。私は、ロータリークラブのこのような世代の多
様性が好きです。多世代のクラブ、これこそが理
想です。これに成功するクラブもあるでしょうが、若

い世代のニーズに応えてはじめて可能となります。 

新しいアプローチに心を開かなくてはなりません。若
い人たちのためにユニークな新クラブをつくることは、
解決策の一部にすぎません。皆さんには、これを
実施する力があります。これが成功するかどうかは、
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ないこと、ドイツの高速道路で飛ばしすぎないこと
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問題をもっと優先させなければなりません。若い人
たちは、私たちから行動へのインスピレーションをも
らうことを待ち望んでいます。 
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ロータリーでの過ごし方でさえ、国によって、またク
ラブによって異なります。この多様性こそが、ロータ
リーを素晴らしいものとしているのです。 

私たちは、共有する価値観の下に集まっています。
私たちは皆、固い友情でつながり、「四つのテスト」
を信じています。ロータリーを経験する方法はいた
るところで異なりますが、「四つのテスト」は誰にとっ
ても同じです。 

ロータリーは、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げ
る機会を与えてくれます。これらは、意義があり、
持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、寄
付だけでなく、奉仕活動も行い、その奉仕がもたら
す持続可能なインパクトをこの目で見ることができま
す。これは、他にはない機会です。 

ロータリーは、奉仕のアイデアを実行に移すために、
世界を旅する機会を私たちの多くに与えてきました。 

ロータリーはまた、リーダーシップの機会も与えてくれ
ます。私たちは皆、新しい大きな責務を引き受けま
した。これは、自分自身の栄光のためでなく、ロー
タリーのために、ロータリーのネットワークを強化する
機会です。人びとのためにリーダーシップへの道を
切り開いてあげることこそ、真のロータリーの理念で
あり、そうすることで皆さん自身がより効果的なリー
ダーとなります。 

私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす機
会を信じているからです。それは、ほかの人びとに
とっての機会であり、私たち自身にとっての機会で

す。奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助け
を必要とする人たちのために機会を生みだすもので
あると信じています。私たちはまた、どんな奉仕の
行いも、インスピレーションを与えることで私たちを変
える力をもっていることを知っています。 

 ご存知の通り、ロータリーとは、クラブに入会する
というだけでなく、無限の機会への招待です。ポリ
オ根絶のように大規模で歴史的なプロジェクトから、
地域社会でのささやかなプロジェクトや1本の植樹ま
で、奉仕する機会への扉を開いてくれます。 

私たちの中核的価値観を基に、世界中の友人たち
とともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を
開いてくれます。 

ロータリアンとして、ロータリーにとってのこの素晴ら
しい時にリーダーの役割を務められることは幸いで
す。 

私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのため
に機会の扉を開いています。 

従って、私たちの年度のテーマは、「ロータリー
は機会の扉を開く」です。 

4
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ガバナー就任にあたって

福 井 敬 悟
（札幌手稲RC）

国際ロータリー第2510地区
2020－2021年度ガバナー

「守・破・離」の心で、初心忘れず！変化を恐
れず！希望の扉を開きましょう。

　今年度、第2510地区ガバナーを務めさせて
いただきます札幌手稲ＲＣの福井敬悟でござ
います。
　福田ガバナー年度が令和改元の記念すべき
年を終え、2020－2021年度は日本のロータリー
100周年、東京オリンピック開催と輝かしい年
を迎えることが出来ると信じていました。
しかしながら、現在のような事態を誰が想像
できたでしょうか。
　「COVID-19」騒動が一過性で終わり、また
元の生活やロータリー活動が出来るとは考え
られません。瞬く間に世界中に拡散したこの
様な事態は、正に「地域から世界に」点から
線にそして面に 立体にと情報の流れが瞬時に
伝わると同じように感染症も伝わることを改
めて教えてくれました。
　同時に、ロータリーの「ポリオ根絶」への
取り組みも決して忘れてはいけません。
「COVID-19」パンデミックを機にこれまでの
踏襲を見直し、新しい感覚で我々の思考、生活、
文化、環境の構築を考えなければなりません。

　しかし、私達ロータリーには道標となるビ
ジョン声明があります。「私たちロータリアン
は、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人
びとが手を取り合って行動をする世界を目指
しています」とあり、明確な方向が示されて
います。
　ホルガー・クナーク RI 会長の講演にありま

すが、この行動計画を実行に移す時が今やっ
てきました。この計画によりロータリーがよ
り大きなインパクトをもたらし、参加者の基
盤を広げ、参加者の積極的な関わりを促し、
適応力を高めて行く事になります。
　「時間は、私達のためにスローダウンしてく
れません。」
　「太陽が出ているうちに屋根を修理しなくて
はならないのです。」
　今年度 RI 会長テーマ「Rotary　Opens　
Opportunities」=「ロータリーは機会の扉を
開く」
　ロータリーは私達に、リーダーシップの機
会、奉仕のアイデアを実行に移すために世界
を旅する機会、そして生涯続く友情の絆を築
く機会を与えてくれるのです。この機会を捉
えてロータリーを成長させ、より強く、適応
力を高め、中核的価値観に寄り添ったロータ
リーになるのです。とクナーク RI 会長は強く
呼びかけています。

　次年度の第2510地区の目標は、「守・破・離」
の心で「日本のロータリー100周年を祝おう！
これからの100年に向けて」とし、5 つの目標
と数値目標を掲げました。

　目標
1. IT 活用の推進と公共イメージの向上
2. 会員基盤の強化
3.１クラブ１プロジェクトの推進
4. ロータリーファミリーへの支援と学友
との連携強化
5. クラブ戦略計画の作成に期待

　数値目標
＊ロータリークラブカードの推進
＊ロータリー財団への寄付
・ゼロクラブ ゼロの達成
・年次基金　１人 年間 150 ドル以上
＊ポリオ根絶に向け　１人年間30ドル以
上
＊米山記念奨学金　１人 年間 16,000 円
以上

　今年度は PETS と地区研修・協議会を開催
する事がかなわず、資料等のご案内が遅れ、
クラブの計画立案に関して大変ご迷惑をお掛
けいたしました。すでにセミナー内容に関し
ては配布資料とともにDVDに収めて配布いた
しましたので、是非ダウンロード、コピーを
してご覧下さい。

　私は、丁度10年前の 2010-2011 年度佐々木正
丞ガバナー年度、第4グループガバナー補佐を
務めました。その年度 RI 会長テーマは「地域
を育み、大陸を繋ぐ」でした。
　ロータリーは「地元地域社会の精神とリソー
スを育しんで、なおかつ大陸を繋ぐ結束なの
です」と佐々木ガバナーが説いていたこと、
クラブ・リーダーシッププランの説明で、日
本語で言うリーダーシップは、非常に強い言
葉で上下、縦の関係を感じるがそうではなく、
英語で言う「リーダーシップ・プラン」とい
うのは自発的に自ら動き、100年間も標準細則
という箱でやってきたが、それを脱皮して自
分のクラブ用の中・長期計画（ビジョン）を
作りなさいと説いていらっしゃった事を思い
出しました。正に「守・破・離」の破・離です。

　ポール・ハリスは「ロータリーは人間の生
き方で有り、善意で気取らない健全な、そし
て親切な生き方である」、4 つのテストを説い
たハーバート・テーラーは「Rotary is maker 
of friendships and builder of men」=「ロータ
リーは友情を作り、人を作る」と言われました。
私はガバナーにご指名頂いたときに申し上げ
ましたが、ロータリーは生き方を学ぶ場所で
あり、生き方を学ぶのに定年はないと考えて

います。そんな思いを強く持ち、精進して、
ガバナー年度を務めさせていただく所存でご
ざいます。
　COVIT-19 感染の影響で、予定されている
行事の変更が多々予想され、何かと困難な年
になると思われます。しかし、今年度は素晴
らしい12名のガバナー補佐、精鋭揃いの地区
役員と地区委員長の皆様、そして尊敬するパ
ストガバナーの皆様には地区委員会にカウン
セラーとしてご助力を得ることが出来、大変
心強く感じています。
　第２５１０地区７０クラブの会長・幹事はじめ会
員の皆様、様々な面でご不便ご迷惑をお掛け
することとなるかもしれませんが、どうぞ一
年間ご理解とご協力宜しくお願いいたします。
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ガバナーエレクト就任挨拶

大日向 豊吉
（函館五稜郭RC）

国際ロータリー第2510地区
ガバナーエレクト

「人の世は　山坂多い　旅の道」
中国湖北省武漢市から端を発した「新型コロ
ナウィルス」は世界中に流行し、感染者数は
7,426,178 人、死者数も 418,025 人（6 月 12 日
ＮＨＫNewsweb 4時18分発表）。
感染をされ療養中の皆様には一日も早いご回
復をお祈り申し上げますと共に、不幸にもご
逝去されました皆様には心からご冥福をお祈
り申し上げます。
　1950年3月、此の世に生を受けてから、この
ような有様を目のあたりにすることは初めて
の出来事であります。
当初は、対岸の火事と考えておりましたが、
日を追うごとに、当施設へ飛び火してきた暁
には、これは大変な事態となる。
直ちに会議を招集し、外部からの面会中止を
はじめ、感染が生じた場合の対応等々対策を
検討いたしました。
ただ、デイサービスセンターについては独居
老人が多い地域性、並びに利用者からの意向
もあり閉所することなく、通所前には毎回検
温をすることを条件に継続をしてきました。
当施設はデイサービスセンターと併設という
こともあり、今更ではありますが、職員の神
経疲れは日常の自粛生活をはじめ職場での介
護疲れ等々から計り知れないものであると推
測いたしております。
　過去において、私も、市と道を相手に不服
審査会に申し出を行い、審査を受けたことが
あります。
当時、後輩が「先輩、市職員4,000人を相手に
裁判をするんですか。勝てっこないです。」と
心配をして、取り下げるように言ってくれた

のを今でも昨日のように思い出します。
結果は皆様の想像にお任せいたします。
　今年度、ロータリーのテーマは『ロータリー
は機会の扉を開く』であります。
私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かの
ために機会の扉を開いています。
と言うことが理由のようであります。
私は、同期のガバナーノミニーからこの一報
を知らされたとき、次年度のテーマはなんと
素晴らしい！
思わず、自分のことを言われているみたいで、
心の底から感動を覚えました。
人生 70 歳を迎え、過去を振り返ってみたとき、
まさに、私はロータリアンであったから、ロー
タリーに支えられ、現在の私自身がある。
確かに、ロータリーアンと言う自負心もある
でしょう。
しかし、私にとって、まさに『ロータリーは
機会の扉を開く』そのものであります。
　今後とも皆様のご指導ご鞭撻を宜しくお願
い申し上げ、ガバナーエレクト就任の挨拶と
致します。
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生年月日　１９５０年３月１３日　
■職業分類　社会福祉施設
■ロータリー歴
１９８２年７月２日函館五稜郭ロータリークラブ入会
２０１２－２０１３年度　会長
２０１４－２０１５年度　第１１グループガバナー補佐
■その他
ロータリー財団メジャードナー
米山功労者（４回）



ガバナーノミニー就任挨拶

石 丸 修太郎
（札幌西RC）

国際ロータリー第2510地区
ガバナーノミニー

　2001年の夏、ＹＭＣＡのチャリティーゴルフに参加
すると、そこに居られた石黒直文会員から、「石丸
よ、お前の親父が辞めてしばらく経つが、息子の
お前はそろそろロータリーに入る時期だ」との御下
命があり、覚悟を決め、その年の１１月に入会させ
ていただきました。
　右も左もわからぬまま、とにかく週に１度の例会に
だけは出席するということだけは守ろうということで始
まりましたが、親睦委員としての受付の役目では、
当時88名いらっしゃった会員の皆さんの名前と顔を
覚えるのが一苦労でした。2年目も親睦委員として、
夏のビアパーティー、秋の果物狩り、晩秋の観楓会、
暮れのクリスマスパーティー、新年会、観桜会と年
中懇親会のお世話をさせて頂きました。
　3年目は親睦委員長を拝命しかつ副幹事とのこと
で、忙しくかつ楽しく過ごしていたのですが、4年目
に幹事として矢橋会長の下、ロータリー100周年の
お祝いの年ということで、姉妹クラブであるフィリピン
のマカティ・ウェストＲＣとの合同事業のため2度フィ
リピンを訪問したのはとても懐かしい思い出です。
今でもマカティ・ウェストＲＣとは親しく交流が続いて
いることは誠に喜ばしいことです。
　2009年に会長を拝命しましたが、業界の方の会
長職も降って湧いた様な話で同じ年から引き受けざ
るを得ず、また地区のＧＳＥ委員も継続しており、大
変多忙の中、クラブの例会を2回の休みだけで乗り
切れたことは我ながら感心する次第です。
　その後業界の会長を4期8年務めている間、クラ
ブの例会にあまり出席できずに、そろそろ退会とな
るのではと思っていると2017年の春に当時のクラブ
会長であった田中昭次会員から電話があり「石丸
さん、税理士会の会長そろそろ終わりでしょう。地
区からガバナー補佐をと言われているが引き受けて

くれますね」との要請というより念を押され、國立ガ
バナーの下、福田武男直前ガバナーと一緒にガバ
ナー補佐の仕事をさせて頂きました。
　この度は、たまたま他地区で武部ＰＧと同期のガ
バナーの方と業界において親しくしていたもので、
回りまわって武部ＰＧよりお声掛けを賜り、このような
事態となった次第です。
　ロータリーに入会してまだ20年も経っておらず、
特段何のロータリー哲学も持ち合わせていない自分
が果たしてガバナーとして何ができるのか、全くの
白紙でありますが、自分のクラブの皆さんのご支援
を賜り、また地区の役目を担って頂いている方々の
協力を仰ぎ、出来ることを一つでも出来れば幸甚と
存じます。
コロナウィルス災禍が早期に鎮静化することを祈りな
がらご挨拶とさせて頂きます。
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生年月日　１９５４年１２月１８日
■職業分類　公認会計士
■ロータリー歴
２００１年１１月２０日入会
２００９－２０１０年度  クラブ会長
２０１７－２０１８年度  第４グループガバナー補佐
■その他
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（５回目）
米山功労者（７回目）



福井敬悟ガバナーの
ご活躍を祝して

福 田 武 男
（千歳RC）

国際ロータリー第2510地区
直前ガバナー

　2020－2021年度、いよいよ福井年度のスタートで
あります。素晴らしい幹事団に囲まれて順風満帆の
船出の予定でありましたが、３ヶ月を超える新型コロ
ナウイルスの世界的な蔓延によって、たいへん困難
を伴う船出となりました。正に青天の霹靂で、
PETSも充分に時間がとれず、地区研修・協議会
もDVD配布での実施など、たいへん困難な厳しい
環境の中であったろうと推察致します。しかしながら
福井ガバナーそして幹事団のみなさまのチームワー
クによる周到な準備、またそのための弛まぬ努力と
一致団結により、この難局を見事乗り越えました。
みなさまに心から敬意を表します。
　ここ数年、世界のロータリー会員数は発展途上
国での増加はあるものの、間違いなく減少傾向に
あり、国際ロータリーではたいへんな危機感をもって
会員増強に取り組んでおります。何かを変えなけれ
ば世界のロータリーを維持できないことが明らかに
なってきました。昨年度の規程審議会でもたいへん
大きな改定がなされました。会員でも理解できないく
らいのスピードでの改定です。
　しかし世界も更に急激に変わりつつあります。昨
年まで、未来は「AI と IoT の時代」へと突入し
ていくと宣言した矢先に、今年に入って新型コロナ
ウイルスのパンデミックにより、全ての基本を見直さ
なければならなくなりました。
　これから益々進化する人工知能、そして多くのも
のがインターネットで繋がり管理できる社会、そして
この変化の激しい社会において、今世紀に入って
から約10年毎に人間社会を襲っている新型ウイル
スの攻撃と、余りにも世の中を急激に変化させる因
子が多過ぎて、未来を予測するのは大変困難な
時代に突入して行くようです。今回の新型コロナウ
イルスのワクチンはいつ開発されるのでしょうか。マ

スク、フェイス・シールド、ソウシャル・ディスタンシ
ングなどが当たり前の社会になるのでしょうか。それ
で事業所の経営は成り立つのでしょうか。どれだけ
の企業が淘汰されて行くのでしょうか。
　ホルガー・クナークRI会長から発表されたRIテー
マは、『ロータリーは機会の扉を開く』です。ロータリー
の世界はどう変わって行かなければならないのでしょ
うか。しかしながら、多くの先人が言い遺している
ように、変わって行くしかロータリーという組織が生き
残って行く道はありません。
　どうか70クラブ、地区委員会、ガバナー補佐、
そして土台を支え続ける幹事団のみなさまの心を一
つにして、ロータリーの新しい世界への扉を開いて
行けることを心から祈念しております。

9



羽 部 大 仁
（札幌幌南RC/第１地域RRFC）

国際ロータリー第2510地区
地区研修リーダー

福井敬悟ガバナー年度の
研修について

　新型コロナウイルス (COVID-19) の影響を受け、
「PETS」「地区研修・協議会」の開催が中止となり、
今後の会合開催の目処も立たない状況です。今後
は各クラブがネット環境を整備し、SNS を利用する
ことも念頭にご理解とご協力をお願いいたします。
今後は全てのクラブがMy ROTARYに登録して、
オンラインツールを使いラーニングセンターで研修を
受けて戴くことを検討しています。
　2020－2021年度ホルガー・クナーク RI 会長の
テーマは「ロータリーは機会の扉を開く」です。
福井敬悟地区ガバナーのスローガンは『「守・破・
離」の心で、初心を忘れず！変化を恐れず！希望の
扉を開けましょう。』と強調されています。福井ガバ
ナー年度の地区目標を発表するにあたり、「クラブ
戦略計画」の作成と目標達成への情熱を痛感しま
した。
　私はこの数年クラブ戦略計画の大切さを要望し
て参りました。私の戦略計画の方針はすでに古い
計画になってしましましたが、クラブが手始めに作
成するには簡単明瞭であるべきであると福井ガバ
ナーにお願いして、従来の戦略計画作成書に３～
５年後のクラブの将来を見据えて作成し、それを見
直し進捗状況を確認しながら元気なクラブになるこ
とを期待しています。既に作成書の提出期日は過
ぎていますが、未提出のクラブは早急にご提出をお
願いします。
　新しい戦略計画の骨子は、「ビジョン声明」「新
しい戦略計画」「新しい行動計画」の３本柱から
なるものです。先ずビジョン声明で「私たちは世界
で、地域社会で そして自分自身の中で持続可能
な良い変化を生むために 人びとが手を取り合って 
行動する世界を目指しています 」
　次の新しい戦略計画は「戦略的優先事項と目

的」と題して４つあります。「今後 5年間のロータリー
の計画は、 「より大きなインパクトをもたらす」、「参
加者の基盤を広げる」、「参加者の積極的なかか
わりを促す」、「適応力を高める」ことです。
　この計画は、年度から年度へのビジョンの継続
性をもたらし、共通目標の達成に向けた前進を可
能とします。これが私たちの行動計画です。
Join the Leaders（リーダーに加わろう）
Exchange Ideas（アイデアを交換しよう）
Take Action（行動しよう）
上記の３つが皆様のクラブ運営に大きな指針となる
と信じています。クラブを強化し、行動するロータリー
クラブを目指します。

※ポリオ根絶に向けて更なるご支援をお願いしま
す。クラブ会長の「リーダーシップを通じて行動の
扉を開く機会となる」１年間に期待しています。

※ポリオ根絶に更なる支援を！ロータリーの最優先目
標です。

※RI 会長賞への挑戦をお願いいたします。（※地
区研修・協議会配布資料を参照下さい）
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第１グループ ガバナー補佐

澁谷賢治

第２グループ ガバナー補佐

宗方裕之

『希望の扉を開きましょう』

「心の絆、伝統のつながりを」

第３グループ ガバナー補佐

後藤一昭

　第 2グループのガバナー補佐を仰せつかりました芦別ＲＣの宗方裕之です。
グループ内４クラブと地区との橋渡し役として微力ながらお手伝いをさせていただきます。
　本年度の地区目標①ＩＴ活用の推進と公共イメージの向上②会員基盤の強化③１クラブ１プ
ロジェクトの推進④ロータリーファミリー支援と学友連携の強化⑤クラブ戦略計画の作成に期待
　この目標達成に１歩でも近づける様に努めて参ります。しかしながら、新型コロナウィルスの
影響により出鼻をくじかれ、また本年度の活動も少なからず制限されることが予測されます。そ
の様な中、日本のロータリーは１００周年を迎えます。次の１００年に向けた新しい機会づくりと
捉えて進めてまいります。
　テレワークを活用した会議のあり方、新しい会員の今まで以上に積極的な勧誘、既存会員
の維持等々対外的な事業が制約される中、ロータリーらしい視点感性で新しい機会づくりに取
り組んでまいりたいと思います。
　各クラブとの情報・意見交換をしながら、課題を共有しつつ魅力的なクラブづくりに少しでも
お役に立てるように努めてまいります。１年間大変お世話になりますが、よろしくお願いいたします。

“紫におう西郊の森　夢覚めやらぬ緑が岡の・・・”
これは私の母校、青山学院のカレッジソング冒頭の一節です。大正九年、日本初の東京ロー
タリークラブを創設し、青山学院の初等教育に終身献身したのが今、私達ロータリアンが知る
米山梅吉氏でありました。氏の青山学院財団が建設をしたのが、この緑が岡小学校でした。
ロータリーに入会して偶然知った母校と米山梅吉氏との関係に驚きを覚え、30 年の月日が過ぎ
て、この度第１グループガバナー補佐の指名を頂戴致しました。私達は入会の当初から『ロー
タリーは多種多様な職業を通じて奉仕の機会を得る』との教育を授かり、そこから数多くの
Opportunities＝好機、「機会の扉」が開かれることを実感して参りました。そこには、それぞ
れの地域に根差した人間としての生き方や企業としての有益性、そして何よりもこのロータリー
で知り合えた先輩や友人たちとの親睦の喜びが歳を重ねるに連れ、私達にロータリーへの愛
着を駆り立てる「大切な時の流れの共有」を感じさせてくれていることも確かな事実です。
　第１グループ内の奉仕と親睦の機会に満ちた留萌ＲＣ、羽幌ＲＣ、妹背牛ＲＣ、深川ＲＣの
全てのロータリー会員の皆様に「好機の扉」が開かれますように、これからの一年間を福井
敬悟ガバナー、そして歴史を築いてこられましたパストガバナーの皆様、日々 ご苦労をいただい
ておられます地区委員会の皆様方と共に私も微力ではありますがロータリアンの心の絆、伝統
の継承を心掛けながら頑張らせて頂きますので、どうぞ宜しくお願い致します。

ごあいさつ
　今年度、第 3グループのガバナー補佐に就任いたしました江別西ＲＣの後藤です。
福井ガバナーの地区目標の達成と第3グループ（美唄ＲＣ・江別ＲＣ・岩見沢ＲＣ・岩見沢東ＲＣ・
栗沢ＲＣ・栗山ＲＣ・当別ＲＣ・江別西ＲＣ）各クラブが計画通り活動できるよう微力ながらお手
伝いをさせていただきます。
　「奉仕の心を持つ多少恵まれている人たちが、世界中の多くの恵まれない人たちのために支
援する組織であり、会員一人一人の支援は小さいけれど、世界中のロータリアンがまとまると、
とっても大きな支援になる」　
　「ロータリーは機会の扉を開く」　「守・破・離」
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第４グループ ガバナー補佐

青木貞康

第５グループ ガバナー補佐

山田　廣

ガバナー補佐の就任に当たり

第６グループ ガバナー補佐

東山洋徹

「活動はできる」
　第４グループのガバナー補佐を務めさせていただくことになりました札幌はまなすＲＣの青木貞
康です。
　　RI 会長テーマ「ロータリーは機会の扉を開く」　ホルガー・クナーク会長
　　地区方針　「守・破・離」　福井敬悟ガバナー
　一同介して集まることがないまま、2020-2021 年度が始まろうとしていますが、ガバナー事務所、
各委員会の委員長の協力のもと新年度活動のための資料が作られ配布されているところです。
　　2020-2021 年度地区目標　①ＩＴ活用の推進と公共イメージの向上②会員基盤の強化③
１クラブ１プロジェクトの推進④ロータリーファミリー支援と学友連携の強化⑤クラブ戦略計画の
作成に期待と5つの目標が福井ガバナーにより掲げられております。
　次年度に向けた大事な準備期間も自粛要請を受けほとんどのクラブが活動できない状況に
あったかと思います。しかしロータリーの活動がなくなるわけではありません。再活動に向けて
は地区目標にあげられているＩＴを大いに活用して準備することがとても重要になってくると考えら
れます。 PETS、地区研修・協議会の中止等ほとんど顔を合わせることがなく不安を抱えなが
ら一年間活動できるのかという思いではありますが、ロータリアンならば工夫次第でどのような形
でも活動はできると思います。各クラブの事業等、出来る限りお手伝いさせていただきたいと思
います。一年間、各クラブの会長、幹事、会員の皆様のご支援賜りますよう宜しくお願い致します。

　本年度、第５グループガバナー補佐に就任しました札幌真駒内ＲＣの山田廣です。入会し
て１６年程ですが、これまで、さまざまの場で皆さまと交流させていただき、いろいろと勉強する
ことができました。心から感謝申し上げます。
　第５グループは、札幌東ＲＣ、札幌清田ＲＣ、札幌幌南ＲＣ、札幌南ＲＣ、札幌大通公園ＲＣ、
札幌ライラックＲＣ、新札幌ＲＣ、札幌真駒内ＲＣの８クラブです。各クラブには輝かしい伝統
があり、活動は個性豊かです。また６クラブでは、地区補助金事業も展開されています。
　私は、クラブの元気な活動の源泉は、何よりもロータリアンとして、自分自身に誇りを持つこと
にあると考えています。私は前々年度の「ガバナー月信」５月号に、『被害者の尊厳』と題し
た寄稿文を掲載いただき、札幌真駒内ＲＣの社会奉仕活動を報告させていただきました。自
分自身、そして職業に誇りを持ち、職業を通して社会に奉仕することがロータリーの骨幹です。
会員増強は各クラブの悩みです。秘策はありませんが、私は入会を勧める際の決め手は、自
分が魅力ある人物と相手の方に思わせることができるかにかかっていると思います。そう思わ
せなければ、『ロータリーの目的』など、何を語っても相手の方に響きません。
　福井ガバナーの地区目標、地区重点課題の実現のため、各クラブと地区の架け橋として頑
張りたいと思います。会員の皆様のご協力とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任に当たり
2020－2021年度第６グループのガバナー補佐を仰せつかりました岩内ＲＣの東山洋徹です。45
歳で岩内ＲＣに入会させていただき爾来35年。少々歳をとり過ぎた感は否めませんが、多くの
メンバーに支えられながら、今年度の地区目標「守・破・離」の心で「初心を忘れず ! 変化
を恐れず ! 希望の扉を開けましよう。」に沿って、地区とグループ内７クラブとを繫ぐパイプ役とし
て、微力ではありますが一年間その任につかせていただきます。
新型コロナウイルス感染症対策等、厄介な課題を抱え、それに対する方策等をも考慮しつつ
対応していかなければならない一年間となりそうですが、皆様の温かいご理解とご支援ご協力
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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第７グループ ガバナー補佐

橘　功記

第８グループ ガバナー補佐

山形　弘

ガバナー補佐就任に当たり

ご挨拶

第９グループ ガバナー補佐

加藤栄吉

　第８グループ（三石ＲＣ・様似ＲＣ・静内ＲＣ・浦河ＲＣ・えりもＲＣ）のガバナー補佐の委嘱
を受けました。えりもＲＣ２０名の一員、山形弘です。福井敬悟ガバナーの思い「守・破・離」
に理解を示して、微力ながら様 な々観点でグループワークとともに各クラブ活動に少しでもお役
に立てるよう努めて参ります。
　2020－2021年度のテーマに「Rotary Opens Opportunities（ロータリーは機会の扉を開く）」
が掲げられております。まさに今のパンデミックの状況下で助けを必要とする人たちのために機
会を生みだし、大小にかかわらず、私たちのあらゆる活動が受け入れられると考えております。
浅学の身ゆえ多難でありますが各クラブの会長、幹事、会員の皆様のご支援を賜ります様、
どうかよろしくお願いいたします。

　２０２０－２０２１年度の第７グループのガバナー補佐となります北広島ロータリークラブの橘功
記です。
　会員数の少ない北広島ロータリークラブで、入会して１１年目に回ってきた大役に戸惑ってい
るところです。その上、今回は新型コロナウイルス感染症騒ぎのため、地区との連絡はもちろん、
グループ内の各クラブとの連絡も十分取れていない状況が続いていました。不安は増すばかり
という心境です。また、新型コロナウイルス感染症による自粛要請の下、現在は多くの企業・
団体で Web会議が開催されているところです。地区とクラブとの間でも、今後は Web 会議
等で直接連絡を取り合う機会が増えてくることになりそうです。そのような体制の下で、ガバナー
補佐として何ができるかを考えていくことも必要となりそうです。
　不安な点を数え上げるときりがないところですが、精一杯ガバナー補佐としての責務を果たし
ていこうと考えています。１年間よろしくお願いいたします。

厳しい環境下の中、連携を図り確実な実践をめざす。
　この度、第９グループガバナー補佐を拝命いたしました室蘭北ロータリークラブの加藤栄吉
です。第９グループは伊達ＲＣ、室蘭ＲＣ、室蘭東ＲＣ、登別ＲＣ、洞爺湖ＲＣ、室蘭北ＲＣ、
の西胆振６ロータリークラブによって構成されております。それぞれのクラブは伝統と歴史を誇り、
特色ある有意義な独自の奉仕活動を推進してまいりました。ガバナー補佐としてこの一年、福
井敬悟ガバナー及び地区事務局と第９グループ内各クラブとの円滑なるパイプ役に励んでまい
りたいと思います。
　現在、世界中を震撼させている「新コロナウイルス感染症」その渦中にあり、すでに重要
な諸会議、行事など休止、中止を余儀なくされております。今後の感染再発、拡大において
はどのような状況下になるか予断を許せません。
　そのような中、福井敬悟ガバナーの掲げる地区テーマ『“守・破・離” の心で初心を忘れず！
変化を恐れず！希望の扉を開けましょう』。これを念頭に置きつつ、必須事項、優先順位の高
いものから確実に実践遂行し停滞のないよう努める所存でおります。ご理解ご支援の程宜しく
お願い申し上げます。
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第10グループ ガバナー補佐

坂下賢二

「親睦と奉仕」

第11グループ ガバナー補佐

上加淳悦

親睦の心を忘れずに楽しいロータリー活動を

第12グループ ガバナー補佐

山本正幸

“コロナとの共存を考えながら”

　この度、第10グループのガバナー補佐を委嘱され、浅学非才の私には、職務の大きさに戸
惑いを感じると共に重責に身の引き締まる思いです。本年2月に実施されました、ガバナー補
佐会議の研修に参加して、役割と責務を学び出来る範囲で貢献をする心構えが出来て参りま
した。福井ガバナーの指導を受け、グループ内のパイプ役として努力して参ります。各クラブ
の会長、幹事、会員の皆様の御協力をよろしく御願い致します。
　本年度のRIテーマは、「ロータリーは機会の扉を開く」です。これを基に福井ガバナーは地
区目標として「守・破・離」の心で初心を忘れず！変化を恐れず！希望の扉を開けましょう。と
定められました。
　ガバナー補佐の職分の一つは、ガバナーの意向を踏まえて、グループ内クラブが効果的な
クラブ目標を掲げてクラブを活性化させることにあります。その手伝いをすることにあると考えま
す。ロータリアンの「親睦」と「奉仕」により、会員相互の意識を喚起することでクラブ例会を始め、
グループ内や地区等の会合への出席が向上しロータリーの活性化につながればと考えておりま
す。この一年間、ご指導とご支援を賜ります様、御願い申し上げます。

　この度 RI第2510地区第11グループのガバナー補佐を仰せつかりました函館五稜郭 RCの上
加淳悦です。
　グループ内 5クラブと地区を繋ぐパイプ役として微力ではありますが1年間努力して参りたい
と思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　2020年は新型コロナウイルス感染症の影響により予定されておりました本年度地区及び各ク
ラブの運営に関する教育プログラム、研修会等はほぼすべて中止となりました。
　準備不十分の状態でのスタートとなりますが福井敬悟ガバナーの第2510地区目標であります
「守・破・離」の心で初心を忘れず！変化を恐れず！希望の扉を開けましょう。
を理解しガバナー補佐として担当クラブの会員皆様と共に地区目標を軸に協力し合えるよう努め
たいと思います。
　1年間第11グループの会員皆様のご理解、ご協力お願い申し上げガバナー補佐就任挨拶
といたします。

　この度、2020－2021年度 第2510地区第12グループのガバナー補佐をさせていただく事にな
りました、苫小牧ロータリークラブの山本正幸と申します。
7月から始まります福井ガバナーとの橋渡し役として、微力ながら1年間その任を務めさせていた
だきます。
　おりしも世界中、新型コロナウイルス感染症の蔓延で3月からの福井ガバナー年度の
PETS・地区研修・協議会が中止となり、地区から送られてきたDVDを何回も見ながら勉強し、
橘ガバナー補佐からレクチャーを受け、準備してきたところです。
　本年度の RI テーマは「ロータリーは機会の扉を開く」ですが、福井ガバナーはこれを期に
地区の目標として「守・破・離」の心で初心を忘れず！ 変化を恐れず！ 希望の扉を開けましょ
うとしました。
　私の担当する第12グループは、苫小牧市・白老町の胆振東部にある4クラブです。
今この地域で一番しなければならない奉仕活動を福井ガバナーと共に、行っていきたいと思い
ます。
　この1年間、各クラブ会長、幹事、会員の皆様のご支援を賜りますよう、よろしくお願いいた
します。
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2020-2021年度ガバナー補佐名簿
氏  名 所属RC 職業分類 勤務先住所・電話番号・

FAX・メールアドレス
自宅住所・電話番号・
FAX・メールアドレス

（敬称略）

不動産・
アパート管理

（株）靜山荘　代表取締役社長
〒074-0002
深川市2条8番18号
電話(0164)23-3020  FAX(0164)22-8023 

〒074-0003
深川市3条15番28号
電話(0164)22-8023  FAX(0164)22-8023
E-mail：ken.09033916252@docomo.ne.jp

〒079-1371
芦別市上芦別町525番地5
電話(0124)22-9955
携帯090-8427-1092

〒069-0812
江別市幸町29-5
電話(011)384-3710　FAX(011)382-3087
E-mail: fujipen@poplar.ocn.ne.jp

〒061-3261
石狩市花川東1条2丁目70
電話（0133)73-0966  FAX（0133）73-0966
E-mail:sada.aoki@gmail.com

〒064-0943　
札幌市中央区界川3丁目6-21
電話(011)513-0885

〒045-0013
岩内郡岩内町字高台81番地16
電話(0135)62-8614  FAX(0135)63-0495
E-mail: yo17fu62@sea.plala.or.jp

〒061-1136
北広島市松葉町6-2　Ｋ棟902
電話(011)378-4730

〒058-0203　
幌泉郡えりも町字新浜261-5
電話(01466)2-2407
携帯090-1520-8255
E-mail:erimofun@bc.iij4u.or.jp

〒051-0001
室蘭市御崎町2-10-22
電話(0143)22-9008　FAX(0143)22-9008

〒041-0806
函館市美原4-36-24
電話(0138)47-0307  FAX（0138）47-0307

〒041-0835
函館市東山3丁目16-8
電話(0138)56-8005  FAX（0138）56-8005

〒053-0011
苫小牧市末広町2－11－13
電話(0144)34-6201

日新建設（株）
〒079-1371
芦別市上芦別町525番地7
電話(0124)22-8855  FAX(0124)22-2555
E-mail: bigboss@zpost.plala.or.jp

藤塗装工業（株）　取締役会長
〒069-0812
江別市幸町29-5
  電話(011)384-3710  FAX(011)382-3087
E-mail: fujipen@poplar.ocn.ne.jp

札幌双葉法律事務所　パートナー
〒060-0061　
札幌市中央区南1条西13丁目317-3　フナコシヤ南1条ビル５階
電話（011）222-8480　FAX（011）222-8481
E-mail: h_yamada@zpost.plala.or.jp

土地家屋調査士東山洋徹事務所  所長
〒045-0013
岩内郡岩内町字高台81番地4
電話(0135)62-8614  FAX(0135)63-0495
E-mail: yo17fu62@sea.plala.or.jp

たちばな法律事務所
〒061-1121
北広島市中央3-8-4　三和ビル3階
電話(011)373-7930  FAX(011)373-7931
E-mail:atsunori.tachibana@gmail.com

上加冷機工業（株）　代表取締役
〒041-0801
函館市桔梗町379番地12（函館ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ内）
電話(0138)46-7701  FAX(0138)46-8678
E-mail: j.joka@jo-ka.co.jp

山本浄化興業株式会社
〒059-1372
苫小牧市字勇払165-4
電話(0144)56-2222　FAX(0144)56-2223
E-mail: m.yamamoto@more-clean.co.jp

（有）函館アウトソーシング　代表取締役会長
〒041-0812
函館市昭和4-52-3
電話(0138)45-5557　 FAX(0138)45-5558

（有）ワームサポート グループホーム
ひだまりの家　代表取締役
〒051-0001 室蘭市御崎町2-10-19
電話(0143)23-2800　FAX(0143)23-2249
E-mail: kato@hidamarinoie.jp

えりも食品（株）　代表取締役社長
〒058-0203　
幌泉郡えりも町字新浜261-5
電話(01466)2-2305  FAX(01466)2-3639

社会福祉法人石狩遊育会くるみ保育園　園長
〒061-3361
石狩市八幡1丁目433-14
電話(0133)66-4500  FAX(0133)66-4511
E-mail: kurumikun@road.ocn.ne.jp

建設請負

水産加工業

グループホーム

経営管理

冷暖房設備工事

産業廃棄物処理

看板工事業

弁護士

弁護士

私立保育園

土地家屋調査士

第１グループ担当

澁谷　賢治
第２グループ担当

宗方　裕之
第３グループ担当

後藤　一昭
第４グループ担当

青木　貞康
第５グループ担当

山田　　廣
第６グループ担当

東山　洋徹
第７グループ担当

橘　　功記
第８グループ担当

山形　　弘
第９グループ担当

加藤　栄吉
第10グループ担当

坂下　賢二
第11グループ担当

上加　淳悦
第12グループ担当

山本　正幸
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深 　 川

芦 　 別

江 別 西

札    幌
はまなす

札幌真駒内

岩 　 内

北 広 島

え り も

室 蘭 北

函      館
セントラル

函館五稜郭

苫 小 牧

しぶ      や                   けん       じ

むね    かた                 ひろ   ゆき

   ご      とう                 かず    あき

あお      き                  さだ    やす

やま      だ                              ひろし

ひがし  やま                   よう   てつ

たちばな                          あつ   のり

やま    がた                           ひろし

か      とう                 えい     きち

さか    した                 けん      じ

じょう     か                 じゅん   えつ

やま    もと                  まさ    ゆき
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7月7日

7月8日

7月9日

7月13日

7月14日

7月15日

7月16日

7月27日

7月28日

7月29日

7月30日

8月3日

8月4日

8月5日

8月6日

8月7日

8月19日

8月20日

8月21日

8月25日

8月26日

8月27日

8月28日

8月31日

9月1日

9月2日

9月3日

火

水

木

月

火

水

木

月

火

水

木

月

火

水

木

金

水

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

1

1

2

2

7

3

5

7

2

3

8

8

8

3

7

10

11

10

11

11

5

1

1

5

11

10

10

10

10

11

9

9

9

9

9

9

4

7

6

6

6

5

8

8

5

4

2

4

7

12

12

5

5

5

3

3

12

4

6

7

3

6

6

6

3

4

4

12

3

4

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

12:30

18:30

12:30

12:30

12:15

12:30

12:30

12:15

12:30

12:30

12:30

7:30

12:30

12:30

18:00

12:30

12:30

12:30

12:30

18:00

12:30

12:30

12:30

18:00

12:30

12:15

12:30

12:30

12:30

18:00

12:30

12:30

12:15

18:00

10:00

16:30

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

17:00

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

10:00

16:00

11:00

17:30

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

18:00

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

11:00

17:00

10:00

10:45

10:00

10:00

17:00

10:00

17:30

10:00

10:00

16:30

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

10:00

10:00

16:00

10:00

10:00

16:30

10:00

10:00

10:00

10:00

16:30

16:00

10:00

16:00

10:00

16:00

10:00

16:00

10:00

10:00

16:00

11:00

11:00

18:00

11:00

18:30

11:00

11:00

17:30

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

11:00

11:00

17:00

11:00

11:00

17:30

11:00

11:00

11:00

11:00

17:30

17:00

11:00

17:00

11:00

17:00

11:00

17:00

11:00

11:00

17:00

12:30

12:30

19:00

12:30

18:30

12:30

12:15

18:30

12:30

12:30

18:00

12:10

12:00

12:30

12:30

18:00

12:30

12:30

18:30

12:15

12:15

12:30

12:30

18:30

18:00

12:30

18:00

12:30

18:00

12:30

18:00

12:30

12:30

18:00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

深 川

妹 背 牛

砂 川

滝 川

長 沼

江 別 西

札幌大通公園

恵 庭

芦 別

美 唄

三 石

浦 河

様 似

栗 沢

由 仁

函館亀田

函 館 東

函館セントラル

函 館 北

北 斗

札幌ライラック

留 萌

羽 幌

札幌幌南

江 差

七 飯

森

函 館

長 万 部

函館五稜郭

洞 爺 湖

伊 達

室 蘭 北

室 蘭 東

室 蘭

登 別

12:3011:30

2020-2021年度 ガバナー公式訪問日程
No. 月　日 例   会クラブ名 会長・幹事

懇親会
クラブ
協議会

曜 

日
グ
ル
ー
プ

9月8日

9月9日

9月10日

9月14日

9月15日

9月16日

9月17日

9月23日

9月24日

10月6日

10月7日

10月8日

10月13日

10月14日

10月15日

10月19日

10月20日

10月22日

10月23日

10月26日

10月27日

10月29日

11月4日

11月5日

11月6日

11月10日

11月11日

11月12日

11月17日

11月21日

火

水

木

月

火

水

木

水

木

火

水

木

火

水

木

月

火

木

金

月

火

木

水

木

金

火

水

木

火

土

札幌はまなす

北 広 島

余 市

岩 内

蘭 越

札幌清田

静 内

え り も

新 札 幌

札幌西北

赤 平

札幌モーニング

千 歳

白 老

苫小牧北

札幌真駒内

札 幌 東

札 幌 南

岩見沢東

岩 見 沢

苫 小 牧

札 幌 北

小 樽

千歳セントラル

江 別

倶 知 安

小樽銭函

小 樽 南

当 別

札 幌 西

札 幌

苫小牧東

栗 山

札幌手稲

No. 月　日 例   会クラブ名 会長・幹事
懇親会

クラブ
協議会

曜 

日
グ
ル
ー
プ



〒060-0042 札幌市中央区大通西11丁目4  大通藤井ビル7階
TEL（011）-207-2510　FAX（011）-207-2512 
E-mail：riｄ2510＠pxva.ne.jp　執務時間:午前１０時～午後５時（土・日・祝日休み）

ガバナー事務所
2020年7月のロータリーレートは地区HPをご覧ください。

　2021-2020 年度の公式訪問は７月７日、深川、妹背牛ロータリークラブから始まります。貴クラブへの訪問
を有意義なものとするためにも、下記の事項についてお手配とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。

毎月の最終例会から15日以内にガバナー事務所へ
FAXかメールにて提出するようにお願い致します。

新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例会
場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。
新しく会員が入会された時は写真を同封の上、氏名、
入会日、職業分類をお知らせ下さい。
また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、ロ
ータリー歴、写真を同封の上、至急ご報告をお願い致
します。

　地区ホームページにフォームがありますので、アクセ
スしてご連絡下さい。
　地区ホームページ ⇒ クラブ情報 ⇒ 例会変更フォ
ームの順でアクセスできます。
（ホームページにアクセスが難しい場合はFAX、メール
でお送り下さい）

　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。（メールでも可）

１．公式訪問に必要な書類
下記の書類は貴クラブ訪問日の２週間前までにガバナー事務所へお送り下さい。
①今年度（2020-2021）クラブ活動計画書と前年度（2019-2020）活動報告書
※公式訪問が７月のクラブで未決定の場合は、前年度分で代用可能です。
②クラブ定款と細則
③充填・未充填職業分類表
④会員名簿
⑤クラブ会報（最近の４～５回分）
⑥過去５年間の年度別会員入退会数および退会者のクラブ在籍年数
⑦貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業等）をご紹介下さい。

２．会長・幹事懇談会
①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出席下さい。

３．クラブ例会
①和やかで楽しく例会を行うためにも、より多くの会員に出席を奨励して下さい。
②ご連絡戴いた地元公共機関へのご挨拶は喜んで訪問させて戴きます。
③訪問時のお心遣いは、お気持ちだけ戴き固くご辞退致します。

4.　器材について
　　プロジェクターを持参してまいりますので、スクリーンのご用意をお願い申し上げます。
　　スクリーンが用意出来ない場合は予めガバナー事務所にご連絡をお願い致します。
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2020-2021年度　ガバナー公式訪問に関するお願い

ガバナー事務所からお願い

変更等のご報告について3

1 クラブの出席報告について 2 クラブの移動例会等について

4 各月ごとのクラブ会報について

5 ガバナー月信への原稿寄稿について



2020-2021年度　ロータリー定期報告関係
報告事項　 報告先　報告書式・方法およびその時期

＊クラブ請求書

国際ロータリー･
ウェブサイト

写：ガバナー事務所

ガバナー事務所

地区大会信任状委員会

 国際大会信任状委員会

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

国際ロータリー
取扱分･送金明細書
(人頭分担金･比例人頭
分担金･資料代)

＊新会員の報告
＊会員退会届け
＊会員の情報変更

ＲＩ国際大会
代議員の選任､委任状に
よる代理者の指定､信任状

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会
写：ガバナー事務所

月次出席報告

ロータリー財団

地区大会
選挙人指名､信任状証明

＊役員または
例会情報の変更

＊公式名簿に記載する
ための次期役員報告

＊印の報告書はＲＩウェブサイト（www.rotary.org）の｢My Rotary｣を通じて行えます。
入退会処理、寄付累計の確認など重要な機能がインターネット上のMy Rotaryで行えます。これを使うにはロータリー･ウェブサイトの
｢My Rotary｣を利用して次期役員を報告しなければなりません。使う権限があるのは基本的に当該年度の会長と幹事のみになりま
すが、常任書記／事務局職員を登録する枠が１名分設けてあり、ＲＩに申請することでアクセス権限を取得することができます。

クラブ請求書は年に２度、７月中旬と１月中旬までに送られます。
請求額はＲＩデータベースの記録にある 1月 1日と 7月 1日時点
の会員実数に基づきます。
従来の会費報告書式はなくなり金額をクラブが再計算する必
要もありません。請求額は全額支払う必要があり金額を変更す
ることはできません。

クラブ請求書に基づく送金については、国際ロータリー取扱分・
送金明細書を日本事務局･ガバナー事務所に提出する必要は
ありません。
但し、資料代等を合算でお振込みいただく際は、送金明細書を
ファクスでご送付下さい。

ロータリー･ウェブサイト｢My Rotary｣を通じて行って下さい。
クラブ会長、幹事の氏名及び住所並びに例会場･例会時刻等
の変更があった場合、直ちに報告が必要です。
グループ担当ガバナー補佐へのご連絡もお願い致します。

メールにてＲＩから信任状が送られます（2013-14年度より）。
(メールを受信できないクラブは従来通り郵送)
会員数、代議員数、代議員の選定日を記入し会長、幹事の署
名をします。代議員に関してはクラブで代議員を定めるか、慣例
的に代理者をガバナーに指定しています。

ロータリー･ウェブサイト｢My Rotary｣を通じて各種手続きを行っ
て下さい。

ロータリー･ウェブサイト｢My Rotary｣を通じて次期役員を報告し
ます。

信任状委員会が発行する信任状に記載します。
信任状は選挙人が地区大会に持参することになります。

毎月、最終例会終了後１５日以内に報告して下さい。
書式は添付の「会員数および出席報告」をコピーしてご使用下
さい。

送金明細書を送金前あるいは振込日にご送付下さい。（メール
可）送金明細書は、Ａ公益財団法人ロータリー日本財団寄付
送金　明細書をご使用下さい。振込口座は別紙資料をご覧下
さい。

寄付をされた場合、各クラブへ送付されている送金明細に記入
し提出して下さい。送金明細書は普通寄付と特別寄付がありま
すので間違えないようにして下さい。寄付金の振込口座は別紙
資料をご覧下さい。

ＲＩより請求書が送られます。（「クラブ請求書」と呼ばれます）。

ＲＩ人頭分担金･比例人頭分担金･資料代：

18
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2020-2021年度（福井年度）カレンダー
年月 ロータリー月間

強調事項 日（曜日） 地　区　の　行　事 日（曜日） 国内行事・国際行事 グループ内の行事
IM、クラブ周年行事

7
26(日）

各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金

地区会員増強セミナー(札幌)
ガバナー補佐会議

1（水）

18（土）

第１回ガバナー会（東京）：ZOOM会議
ガバナー･元・次期ガバナー懇談会（東京）：中止
ロータリーの友委員会(東京)

8

会員増強･新クラブ結
成推進月間

インターアクト海外研修旅行:中止

2020-21年度青少年交換学生選考試験
青少年交換学生歓迎会他

米山記念奨学会、理事会･評議員会

千歳セントラルRC
創立30周年記念式典:中止

札幌西RC創立60周年記念式典

9

基本的教育と識字率
向上月間
ロータリーの友月間

地区野球大会（静内）:中止

米山奨学生研修旅行予定

13（日）

22（火）

14（月）～15（火）
16（水）

7（土）
24（火）

第１回ガバナーエレクト研修セミナー(東京）
2021-22年度地区研修リーダーセミナー（東京）

10

経済と地域社会の発展月間

米山月間

11

ロータリー財団月間
世界インターアクト週間
（11/5を含む1週間）

米山学友会定時総会･懇親会予定
北海道ローターアクト交流会予定
国際奉仕検証事業実施予定

地区財団補助金管理セミナー（札幌）

ロータリー100周年記念式典（東京）
ロータリー財団地域セミナー（東京）
第２回ガバナーエレクト研修セミナー(東京)
第２回ガバナー会(東京)
ロータリー研究会(東京)

第3グループIM（江別）

12 疾病予防と治療月間 13（日） 2020学年度米山奨学生選考試験(札幌)
オーストラリア青少年交換学生送別会他（札幌）

1

職業奉仕月間 各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金
2021-22年度ガバナー補佐会議（札幌）
2020学年度米山奨学生選考試験（札幌）

国際奉仕・VTT委員会タイ検証ツアー

国際協議会（オーランド）

全国ローターアクト大会（札幌）

全国合唱祭（札幌）

2

平和と紛争予防/紛争解決月間
ロータリー創立記念日（2/23）

27（土） 2021-22年度ガバナー補佐研修セミナー（函館） 
2021-22年度地区チーム研修セミナー（函館） 

6（土）

7（日）～11（日）

5（土）
6（日）
12（土）～16（水）

26（土）

22（金）

29（土）
30（日）

13（土）～14（日）

第9グループIM（室蘭）

浦河RC創立60周年
記念式典予定

3

水と衛生月間
世界ローターアクト週間 
（3/13を含む1週間）

20（水）～25（月）

20（土）～21（日）

14（金）
15（土）～16（日）
17（月）

2021-22年度会長エレクト研修セミナー（函館）
2021年３月終了米山奨学生歓送会

4
母子の健康月間

5

青少年奉仕月間

北海道米山学友会家族懇親会予定

2021-22年度地区研修･協議会
2020-21年度地区大会（札幌）
2020-21年度地区大会記念ゴルフ大会（小樽）

札幌北RC創立50周年
記念式典・祝賀会

静内RC創立50周年記念式典

余市RC記念行事予定
留萌RC創立60周年記念式典

6

ロータリー親睦活動月間

RI国際大会 現新地区委員長･ガバナー補佐合同引継ぎ会議（札幌）
インターアクト年次大会
ローターアクト年次大会
2020-21年度終了

国際大会(台湾・台北)

２
０
２
０
年（
令
和
二
年
）

２
０
２
１
年（
令
和
三
年
）

ガ

バ

ナ

ー

公

式

訪

問
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2020-2021年度ガバナー事務所スタッフ・担当
氏    名 担当委員会・担当部門

地区代表幹事

小山秀昭
（札幌手稲RC）

統括
ガバナー諮問・指名委員会
PG関係
ガバナー補佐、地区戦略計画室
ロータリー財団監査委員会
危機管理委員会
現新地区委員長・
ガバナー補佐合同引継会議

青少年奉仕委員会
会員増強委員会
会員増強セミナー

職業奉仕委員会
文献資料室
ガバナー月信

米山記念奨学・学友委員会
学友委員会
地域財団セミナー・米山セミナー
地区研修・協議会

クラブ奉仕委員会
国際奉仕・VTT委員会
ガバナー月信
IM

公式訪問
地区幹事

和田敬友
（札幌手稲RC）

地区幹事

宮坂勝文
（札幌手稲RC）

地区副代表幹事

平川香織
（札幌手稲RC）

地区幹事

石川信行
（札幌手稲RC）

地区幹事

松田純季
（札幌手稲RC）

地区幹事

髙張秀人
（札幌手稲RC）

氏    名 担当委員会・担当部門

地区幹事

武石忠俊
（千歳RC）

2019-2020年度地区代表幹事

2019-2020年度地区代表幹事

2021-2022年度地区代表幹事

2020-2021年度地区財務委員長

2019-2020年度地区財務委員長

2021-2022年度地区財務委員長

地区会計

ロータリーの友委員

地区幹事

村田研一
（千歳RC）

地区幹事

能登　彰
（函館五稜郭RC）

地区財務委員長

中村和雄
（札幌手稲RC）

地区財務委員

松澤　勇
（札幌手稲RC）

地区財務委員

井上英幸
（千歳セントラルRC）

地区財務委員

横岡孝一
（函館五稜郭RC）

ロータリーの友
地区代表委員

丹羽祐而
（札幌手稲RC）

社会奉仕委員会
ロータリー財団委員会
RLI委員会
RI国際大会推進委員会
地区大会
ガバナー補佐会議
地区クラブ周年事業
代表幹事統括補助
総務関連事業全般
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【一般地区資金】
（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

地区財務委員会

支 出 の 部 （単位：円）

（単位：円）

支 出 の 部

収 入 の 部
【特別地区資金】
支 入 の 部

ガバナー事務所費の内訳明細

2020-21年度摘要

2020-21年度摘要

2019-20年度
予　算

2020-21年度
予　算（案）

予　算（案）
2019-20年度
予　算

2020-21年度

１． 前期繰越金
２． 特別地区資金　 上期@3,150 @1,575
 同　　　　上　 上期@3,150 @1,575

３． 雑収入

@100×2,607人+@100×2,607人
@15×2,607人
@100×2,607人+@100×2,607人
@150×2,607人+@150×2,607人

新設

新設

半期人数2020-2021年度2,600人   衛星クラブ14人
半期人数2020-2021年度2,600人   衛星クラブ14人

2018-19年度繰越金は確定
半期人数2020-2021年度2,600人   衛星クラブ14人
半期人数2020-2021年度2,600人   衛星クラブ14人

2018-19年度繰越金は確定

@3,500×70RC×10部

@100,000×12人

収入合計

科                     目 2020-21年度摘要2019-20年度
予　算

2020-21年度
予　算（案）科                     目

科                     目 2020-21年度摘要予　算（案）
2019-20年度
予　算

2020-21年度科                     目

2020-21年度摘要予　算（案）
2019-20年度
予　算

2020-21年度科                     目

収入合計

19,636,908
14,040,000
14,040,000
2,400,000
2,450,000 
10,000

52,576,908 

450,000
100,000
550,000

700,000
0

350,000
90,000
300,000
1,440,000

520,000
39,000
520,000
780,000
1,859,000

200,000
300,000
800,000
380,000
20,000
50,000
100,000

0
20,000
20,000
50,000
100,000
160,000
80,000
100,000
150,000

0
100,000
300,000
60,000
40,000
40,000
40,000
20,000
50,000
50,000
10,000
20,000
30,000
30,000
20,000
100,000
10,000

3,450,000

200,000
250,000
700,000
700,000
200,000
400,000
300,000
2,750,000
14,400,000
4,000,000
3,500,000
1,200,000
1,050,000
700,000
300,000

0
200,000

　　　　　－
35,399,000
17,177,908
52,576,908

5,200,000
3,094,000
8,294,000

962,000
1,401,400
2,350,400
106,600
1,250,600
452,400
101,400
80,600
20,800

0
299,000
208,000
301,600
130,000
421,200
8,086,000

0
400,000

　　　　　－
16,780,000
9,413,390
26,193,390

5,600,000
180,000
2,400,000
500,000
240,000
700,000
150,000
350,000
530,000
600,000
350,000
230,000
100,000
600,000
1,200,000
620,000
50,000

14,400,000

5,600,000
180,000
2,400,000
400,000
200,000
700,000
200,000
350,000
530,000
650,000
400,000
200,000
100,000
600,000
1,200,000
640,000
50,000

14,400,000

＠2,000
＠1,190

＠370
＠539
＠904
＠41
＠481
＠174
＠39
＠31
＠8
＠151
廃止
＠80
＠80
＠50
＠162

3年に一度開催

5,214,000
3,102,330
8,316,330

964,590
1,405,173
2,356,728
106,887
1,253,967
453,618
101,673
80,817
20,856
393,657

0
208,560
208,560
130,350
422,334
8,107,770

0
400,000

　　　　　－
16,824,100
14,703,129
31,527,229

450,000
100,000
550,000

700,000
0

350,000
90,000
300,000
1,440,000

521,400
39,105
521,400
782,100
1,864,005

100,000
400,000
800,000
380,000
20,000
50,000
40,000
40,000
20,000
20,000
50,000
100,000
140,000
80,000
100,000
150,000
50,000
100,000
300,000
60,000
40,000
40,000
40,000
20,000
40,000
50,000
10,000
20,000
30,000
30,000
20,000
100,000
10,000

3,450,000

200,000
250,000
700,000
700,000
200,000
400,000
300,000
2,750,000
14,400,000
4,000,000
3,500,000
1,200,000
850,000
700,000
400,000
300,000
200,000

　　　　　－
35,604,005
19,915,623
55,519,628

22,504,028 
14,077,800 
14,077,800 
2,400,000
2,450,000
10,000

55,519,628 

9,813,390
8,190,000
8,190,000

0
26,193,390

15,103,129
8,212,050
8,212,050

31,527,229

国際ロータリー第2510地区　2020-2021年度　地区予算

1. 前期繰越金
1. 一般地区資金　 上期@5,400@2,700　 
       同　　　上     下期@5,400@2,700
3. RI助成金
4. ガバナー月信購読料
5. 雑収入

Ａ．地区大会
1. 地区表彰費
2. ガバナー記念品費
Ａの部　小　　計 
Ｂ．助成金
1. 地区研修･協議会
2. 都市連合会(IM)
3. 会長ｴﾚｸﾄ研修ｾﾐﾅｰ(PETS)
4. 地区指導者育成セミナー
5. 地区チーム研修セミナー
Ｂの部　小　　計 
Ｃ．負担金
1. ガバナー会
 （平和奨学生支援金）
2. ＲＩＪＹＥM維持協力金
3. 日本ロータリー文庫
Ｃの部　小　　計 
Ｄ．会議費
1. 地区ガバナー指名委員会
2. 地区ガバナー諮問委員会
3. 地区ガバナー補佐会議
4. 地区委員長会議
5. 地区研修リーダー会議
6. 地区クラブ奉仕委員会
7. 地区広報公共イメージ委員会
8. ICT委員会
9. 地区拡大委員会
10. 立法案検討委員会
11. 地区会員増強委員会
12. 地区職業奉仕委員会
13. 地区社会奉仕委員会
14. 地区青少年奉仕委員会
15. 地区インターアクト委員会
16. 地区ローターアクト委員会
17. 地区ライラ(RYLA)委員会
18. 地区青少年交換委員会
19. 地区国際奉仕･VTT委員会
20. 地区ロータリー財団委員会
21. 地区財団奨学金・学友委員会
22. 地区学友委員会
23. 地区財団補助金委員会
24. 地区財団資金推進・平和フェロー委員会
25. 地区ロータリー情報委員会
26. 地区米山記念奨学･学友委員会
27. 地区財務委員会
28. 地区RI国際大会推進委員会
29. 地区ポリオプラス委員会
30. 地区危機管理委員会
31. 地区ロータリー財団監査委員会
32. 地区ＲＬＩ委員会
33. 予備費
Ｄの部　小　　計 
Ｅ．旅費
1. カバナー会
2. ガバナー･元･次期ガバナー会
3. ロータリー研究会
4. ガバナーエレクト国際協議会
5. 全国カバナーエレクト会議
6. 全国地区連絡会議
7. その他会議
Ｅの部　小　　計 
Ｆ．ガバナー事務所費
Ｇ．ガバナーエレクト事務所費
Ｈ．ガバナー月信発行費
Ｉ．ガバナー公式訪問費
Ｊ．地区文献資料室費
Ｋ．地区ＩＣ活動費
Ｌ．地区広報活動費
Ｍ．RIJEM賠償責任保険費
Ｎ．総予備費
O．臨時支出金
支出合計 
次期繰越金 
総　　　　計 

Ａ．負担金
1. 地区大会
2. 地区研修･協議会
Ａの部　小　　計 
Ｂ．事業費
1. 地区インターアクト事業費
2. 地区ローターアクト事業費
3. 地区青少年交換事業費
4. 地区社会奉仕事業費
5. 地区国際奉仕･VTT事業費
6. 地区財団奨学生事業費
7. 地区学友事業費
8. サブ世話クラブ事業費
9. 世界平和奨学金事業費
10. ライラ(RYLA)事業費
11. 地区会員増強事業費
12. 地区米山記念奨学・学友研修費
13. RLI事業費
14. その他の事業費
15. 予備費
Ｂの部　小　　計 
Ｃ．規定審議会代議員費
Ｄ．ポリオプラス事業費
Ｅ．臨時支出金
支 出 合 計 
次期繰越金 
総　　　　計 

1. 給与手当
2. 退職給与引当金
3. 家賃・光熱費
4. リース料
5. 事務用品費
6. 印刷費
7. 登録料など負担金
8. 会議費
9. 通信費
10. 旅費交通費
11. 渉外費
12. 資料費
13. 備品費
14. 地区要覧費
15. ガバナー補佐事務費
16. 雑費
17. 予備費
合　　　　計 

予算の備考欄     
（収　入）     
1. 会員数は、前期・後期とも2,600人、衛星クラブ会員14人をベースに計上した。    
2. 地区資金の人頭分担金は一般地区資金を一人年額10,800円、特別地区資金を一人年額6,300円とした。    
3. 衛星クラブ会員の地区資金の人頭分担金は一般地区資金を一人年額5,400円、特別地区資金を一人年額
    3,150円とした。    
（支　出）     
一般地区資金関係     
1. 助成金項目の都市連合会(IM)について2019-20年度と同様に予算を計上しない。    
2. 地区ライラ（ＲＹＬＡ）委員会を新設し予算を計上した。    
3. ＲＩＪＥＭ賠償責任保険費を計上した。    
4. その他、基本的に前年度予算を踏襲した。    
特別地区資金関係     
1. ライラ（ＲＹＬＡ）事業費の予算を計上した。    
2. 会員増強事業費は中止した。    
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（敬称略）

蘭　越
6

7

8

9

１０

11

12

〒048-1301 磯谷郡蘭越町蘭越町8-2 
　　　　　ふれあいプラザ21内

T（0136）57-5437
F（0136）57-5576

千　歳 〒066-0036 千歳市北栄2丁目2-1 
　　　　　ANAクラウンプラザホテル千歳内

T（0123）23-4470
F（0123）23-4600

恵　庭 〒061-1441 恵庭市住吉町2丁目3-21
　　　　　弘中税理士事務所2階

T（0123）32-2388
F（0123）32-6066

長　沼 〒069-1343 夕張郡長沼町旭町南1丁目1-2
　　　　　KSインターナショナル2階

T（0123）88-0801
F（0123）88-0801

由　仁

三　石

えりも 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170-1
　　　　　日高信用金庫えりも支店内

T（01466）2-2311
F（01466）2-2314

様　似 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35-2
　　　　　日高信用金庫様似支店内

T（0146）36-2341
F（0146）36-4584

静　内 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町4-5-10
　　　　　RLビル1階

T（0146）43-2481
F（0146）43-2495

浦　河

伊　達 〒052-0021 伊達市末永町33-3
　　　　　ホテルローヤル内

T（0142）23-0512
F（0142）23-0516

室蘭東 〒050-0073 室蘭市宮の森町1丁目1-64
　　　　　中島神社蓬崍殿内

T（0143）44-3338
F（0143）43-7400

室蘭北 〒050-0074 室蘭市中島町2丁目28-6
　　　　　ホテル・サンルート室蘭内

T（0143）45-6569
F（0143）50-6578

登   別 〒059-8691 登別市中央町５丁目6-1
　　　　　登別商工会議所会館内

T（0143）85-4111
F（0143）85-4199

洞爺湖

函　館 〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

函館亀田 〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

森 〒049-2325 茅部郡森町字本町6-22
　　　　　森商工会議所内

T（01374）2-2432
F（01374）2-2684

七　飯

長万部 〒049-3521 山越郡長万部町字長万部町36-2
　　　　　長万部商工会内

T（01377）2-2270
F（01377）2-5257

江　差

函　館
セントラル

〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

函　館
五稜郭

〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

函館東 〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

函館北 〒040-0064 函館市大手町5番10号
　　　　　ニチロビル4階

T（0138）23-3870
F（0138）22-2251

北　斗 〒049-0111 北斗市七重浜8-4-1
　　　　　七重浜の湯内

T（0138）49-4411
F（0138）49-2288

白　老 〒059-0905 白老郡白老町大町2丁目3-4
しらおい経済センター内

T（0144）85-2736
F（0144）85-2988

苫小牧 〒053-0022 苫小牧市表町1丁目1-13
経済センタービル6階

T（0144）36-2688
F（0144）33-3159

苫小牧東 〒053-0022 苫小牧市表町1丁目4-5
ほくせんビル5階

ほくせんビル5階

T（0144）35-3344
F（0144）33-7744

苫小牧北 〒053-0022 苫小牧市表町1丁目4-5 T（0144）33-0112
33-7744F（0144）

室　蘭 〒051-0011 室蘭市中央町2丁目8-10 T（0143）22-7545
F（0143）22-7545

北広島 〒061-1134 北広島市広葉町5丁目6-8 T（011）373-8892
F（011）373-8892

千　歳
セントラル

〒066-8520 千歳市本町4丁目4-4 
　　　　　ホテルグランテラス千歳1階

T（0123）26-5788
F（0123）25-9112

余　市 〒046-0003 余市郡余市町黒川町4丁目93 
　　　　　（株）毛利印刷内

T（0135）21-4171
F（0135）21-4172

クラブ名

深　川

1

2

3

4

５

6

クラブ事務所　所在地会　　長
幹　　事

〒074-0004 深川市4条9番40号
深川市地域交流施設プラザ深川3階

〒078-4113  苫前郡羽幌町北3条1丁目29番地
                 羽幌温泉サンセットプラザ

〒079-1262　赤平市茂尻春日町3丁目1
　　　　　西出興業㈱内

〒068-0021 岩見沢市1条西2丁目8-2
　　　　  いわせん会館ビル3階

〒065-0023 札幌市東区北23条東13丁目1-10
                大藤シール㈱内

T（0164）34-6228
F（0164）34-6228

T（0164）62-3800
F（0164）62-4512

T（0125）32-3116
F（0125）32-3988

T（0126）23-0945
F（0126）23-0945

T（011）753-5131
F（011）753-5132

〒047-0032 小樽市稲穂1丁目3-6
              ニュー三幸内

T（0134）33-3500
F（0134）32-5670

〒043-0042 檜山郡江差町字新地町26
赤石産業(株)シャディサラダ館江差店

T（0139）52-0539
F（0139）52-0054

〒041-1112 亀田郡七飯町鳴川1-6-29
　　　　  石川アルミ内

T（0138）65-7634
F（0138）65-1996

〒049-5601 虻田郡洞爺湖町青葉町
　　　　  皇恩寺内

T（0142）76-2440
F（0142）76-5281

〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西１丁目4-8
　　　　　  ＡＤ NEXT合同会社

T（0146）22-4765
F（050）3737-9743

〒059-3231　日高郡新ひだか町三石本桐217-3
　　　　　㈲橋本工業内

T（0146）34-2001
F（0146）34-2002

〒069-1205  夕張郡由仁町中央134
　　　　　㈲おおさか内

T（0123）83-2707
F（0123）83-3404

羽　幌

妹背牛 〒079-0500 雨竜郡妹背牛町字妹背牛364-21
　　　　　妹背牛商工会館内

T（0164）32-2025
F（0164）32-2003

留　萌 〒077-0044 留萌市錦町1丁目1-15
　　　　　留萌産業会館内

T（0164）42-2058
F（0164）42-9000

赤　平

芦　別 〒075-0031 芦別市南1条東1丁目11番地
　　　　　芦別商工会議所内

T（0124）22-3444
F（0124）22-2345

砂　川 〒073-0152 砂川市東2条北3丁目1-1
　　　　　砂川パークホテル内

T（0125）52-3989
F（0125）52-4572

滝　川 〒073-0032 滝川市明神町2丁目2-16
　　　　　ホテルスエヒロ709号室

T（0125）22-3344
F（0125）24-2755

美　唄 〒072-0025 美唄市西2条南2丁目1-1
　　　　　美唄商工会議所内

T（0126）63-4196
F（0126）63-4194

江別西 〒067-0075 江別市向ヶ丘24番3
　　　　　アスティオン243 103号

T（011）382-0081
F（011）382-0081

岩見沢 〒068-0004 岩見沢市4条東1丁目6-1
　　　　　北海道グリーンランドホテルサンプラザ4階

T（0126）24-0700
F（0126）24-0020

栗　沢 〒068-0127 岩見沢市栗沢町本町11番地
　　　　　いわみざわ商工会館内
 

T（0126）45-2002
F（0126）45-4655

栗　山 〒069-1511 夕張郡栗山町中央2丁目1番地
　　　　　栗山商工会議所内
 

T（0123）72-1278
F（0123）72-4001

当　別 〒061-0223 石狩郡当別町弥生1091
　　　　　（株）田西会館内
 

T（0133）22-0575
F（0133）22-0575

札　幌 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札幌北 〒060-0807 札幌市北区北7条西5丁目6
　　　　　ストークマンション札幌906
 

T（011）700-4511
F（011）700-4512

札幌西 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札幌西北 〒060-0054 札幌市中央区南4条東4丁目2-1
　　　　　さくら総合会計ビル2階
 

T（011）200-2066
F（011）200-2067

札幌手稲 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札幌東 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札幌清田 〒060-0004 札幌市中央区北4条西１５丁目1-14
　　　　　コアレックスビル5階
 

T（011）632-5303
F（011）632-5308

札幌幌南 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札幌南 〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902

T（011）231-1297
F（011）222-2744

 
岩　内

〒045-0013 岩内郡岩内町字高台121-3
　　　　　吉田会計情報センター内
 

T（0135）62-3355
F（0135）62-2544

倶知安
〒044-0033 虻田郡倶知安町南3条西2丁目
　　　　　ホテル第一会館内
 

T（0136）22-1158
F（0136）23-2258

小　樽 〒047-0008 小樽市築港11番3号
　　　　　グランドパーク小樽内

T（0134）21-3111
F（0134）21-3401

小樽南

 

札　幌
真駒内

〒060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
　　　　　北海道ビル902
 

T（011）231-1297
F（011）222-2744

札　幌
大通公園

札　幌
ライラック

 
〒060-0062 札幌市中央区南2条西6-14

大友ビル4階E
 

新札幌 〒004-0052 札幌市厚別区厚別中央2条5丁目4-35
　　　　　新札幌駅前ハイツ202号

T（011）801-1311
F（011）801-1312

 

札　幌
はまなす

〒001-0908 札幌市北区新琴似8条1丁目1-45
　　　　　坂田ビル3階
 

T（011）736-6616
F（011）736-8322

札　幌
モーニング

〒060-0005 札幌市中央区北5条西6丁目
　　　　　第1道通ビル1階
 

T（011）242-3360
F（011）219-1308

岩見沢東

 

江　別 〒067-0074 江別市高砂町10番地15 T（011）382-0939
F（011）382-0936

事務所
TEL/FAX クラブ名 クラブ事務所　所在地会　　長

幹　　事
事務所
TEL/FAX

 
小樽銭函 〒047-0261 小樽市銭函3丁目298番地

　医療法人ひまわり会札樽病院内
T（0134）62-4676
F（0134）62-4676

T(050)5806-2032
F（0134）32-1274

蓑 口 　 亮
遠 藤 隆 央

坂 口 友 朗
中 村 謙 司

白 石 　 勇
志 比 川 　 武

吉 野 純 一
浦 田 　 治

伊 藤 一 三
稲 川 和 伸

松 坂 敏 之
望 月 秀 則

石 川 俊 則
竹 田 一 則

藤 田 隆 之
大 谷 恵 一

政 角 勝 雄
髙 木 繁 秀

大 坂 直 人
黒 瀬 元 博

国 本 昌 一
西 川 一 雄

中 村 一 重
橋 本 勝 司

小 林 栄 一
原 　 博 昭

大 森 康 正
福 原 啓 介

徳 田 正 人
菅 　 真 一

伊 藤 金 蔵
林 　 正 樹

濱 中 　 實
村 井 敦 司

松 永 英 樹
内 池 秀 樹

菅 原 義 男
藤 井 徹 也

石 田 佳 久
若 木 康 夫

三 浦 潤 介
下 道 英 明

中 澤 郁 雄
森 　 健 二

堀 た け 子
岩 川 信 子

岩 田 　 篤
河 野 文 彦

川 又 修 治
石 川 　 強

井 上 正 範
角 健

林 　 信 平
佐 々 木 龍 也

前 川 敏 雄
赤 石 智 恵 美

岡 田 恒 男
窪 田 良 弘

佐 藤 真 一
新 保 栄 子

弗 田 和 則
中 野 進 一

鈴 木 一 弘
浅 利 健 自

伊 部 廣 明
近 澤 洋 太

青 山 晴 美
斉 藤 英 明

山 﨑 　 肇
保 科 裕 之

谷 内 　 修
佐 藤 竜 也

武 田 弘 樹
高 木 俊 和

真 鍋 　 剛
高 野 政 弘

辻 本 哲 也
燕 　 美 雪

早 坂 喜 幸
西 出 達 司

石 川 洋 一
大 橋 光 一

大 橋 俊 彦
高 坂 　 誠

竹 田 行 宏
村 田 雅 彦

平 田 聡 之
伊 藤 智 徳

西 岡 　 学
富 永 政 博

鈴 木 　 誠
細 田 克 美

齋 藤 　 聡
神 田 薫 朋

小 倉 雅 子
伊 澤 珠 樹

小 田 　 学
片 山 義 範

松 下 早 苗
上 坂 永 子

高 谷 　 茂
武田  龍太郎

指川　 司
小 金 澤 健 司

佐 藤 　 勉
光 川 眞 量

斉 藤 昌 一
黑 川 　 篤

齋 藤 貴 之
武 田 　 司

前 原 絢 子
伏 木 　 淳

遠 島 芳 然
西 　 智 樹

平 川 香 織
石 川 信 行

犬 嶋 清 幸
岡 澤 邦 幸

小 仲 美 智 子
真 鍋 昌 市

北 川 好 和
斉 藤 朋 博

横 田 　 靖
西 島 　 勲

山 谷 英 一
櫛 引 拓 禎

五 十 嵐 　 満
田 村 　 理

山 本 純 也
中 川 　 岳

中 川 　 功
池 田 規 久 雄

川 﨑 孝 之
吉 田 栄 治

渡 邉 恵 介
岩 佐 　 信

佐 藤 慶 一
米 山 幸 宏

斎 藤 　 仁
村 越 　 仁

23





第７グループのエリアにある千歳空港は、日本
にとどまらず世界中からの北海道の玄関口とし
て多くの人々に利用されています。日本そして
世界と北海道のまさに扉としての機能を果たし
ています。

表紙の解説






